
第
だい

３次
じ

安城市
あんじょうし

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

プラン
ぷ ら ん

（案
あん

）パブリックコメント
ぱ ぶ り っ く こ め ん と

意見
いけん

募集
ぼしゅう

結果
けっか

 

１ 意見
いけん

募集
ぼしゅう

の概要
がいよう

 

（１）意見
いけん

募集
ぼしゅう

期間
きかん

 令和
れいわ

６年
ねん

１２月
がつ

１６日
にち

（月
げつ

）～令和
れいわ

７年
ねん

１月
がつ

１４日
にち

（火
か

） 

（２）周知
しゅうち

の方法
ほうほう

 広報
こうほう

あんじょう（１２月号
がつごう

）、市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

、市
し

ＬＩＮＥ公式
こうしき

アカウント
あ か う ん と

及
およ

び外国人
がいこくじん

向
む

けＳＮＳ「Ａｎｊｏ－ｉｎｆｏ」 

（３）閲覧
えつらん

場所
ばしょ

 市民
しみん

協働課
きょうどうか

窓口
まどぐち

、市民
しみん

交流
こうりゅう

センター
せ ん た ー

、へきしんギャラクシープラザ
ぎ ゃ ら く し ー ぷ ら ざ

、各
かく

地区
ち く

公民館
こうみんかん

、図書
としょ

情報館
じょうほうかん

（アンフォーレ
あ ん ふ ぉ ー れ

内
ない

）、安城市
あんじょうし

国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

、あんぱ～く、あんステップ
す て っ ぷ

♬、保健
ほけん

センター
せ ん た ー

及
およ

び市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

 

（４）意見
いけん

を提出
ていしゅつ

できる方
かた

 ①市内
しない

に在住
ざいじゅう

・在勤
ざいきん

・在学
ざいがく

している ②市内
しない

に事業所
じぎょうしょ

などを有
ゆう

する ③市内
しない

で活動
かつどう

している  ①～③いずれかに該当
がいとう

する方
かた

 

（５）意見
いけん

提出
ていしゅつ

方法
ほうほう

 住所
じゅうしょ

・氏名
しめい

とご意見
いけん

を記入
きにゅう

し、持参
じさん

か郵送
ゆうそう

、ＦＡＸ、電子
でんし

メール
め ー る

で市民
しみん

協働課
きょうどうか

まで提出
ていしゅつ

 ※あいち電子
でんし

申請
しんせい

・届出
とどけで

システム
し す て む

でも募集
ぼしゅう

 

２ 意見
いけん

募集
ぼしゅう

の結果
けっか

概要
がいよう

 

（１）意見
いけん

提出
ていしゅつ

人数
にんずう

 ３名
めい

 

（２）意見
いけん

件数
けんすう

 ６９件
けん

 

（３）提出
ていしゅつ

方法
ほうほう

 持参
じさん

２件
けん

  郵送
ゆうそう

１件
けん

 

（４）結果
けっか

の公表
こうひょう

 広報
こうほう

あんじょう（３月号
がつごう

）、市民
しみん

協働課
きょうどうか

窓口
まどぐち

、市民
しみん

交流
こうりゅう

センター
せ ん た ー

、へきしんギャラクシープラザ
ぎ ゃ ら く し ー ぷ ら ざ

、各
かく

地区
ち く

公民館
こうみんかん

、図書
としょ

情報館
じょうほうかん

（アンフォーレ
あ ん ふ ぉ ー れ

内
ない

）、安城市
あんじょうし

国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

、あんぱ～く、

あんステップ
す て っ ぷ

♬、保健
ほけん

センター
せ ん た ー

及
およ

び市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

 

（５）公表
こうひょう

期間
きかん

 令和
れいわ

７年
ねん

３月
がつ

１日
にち

（土
ど

）～令和
れいわ

７年
ねん

３月
がつ

３１日
にち

（月
げつ

） 

 

 

３ 提出
ていしゅつ

された意見
いけん

及
およ

び市
し

の考
かんが

え方
かた

について 

 

 

 

No. 計画
けいかく

案
あん

の該当
がいとう

箇所
かしょ

 ご意見
いけん

の概要
がいよう

 市
し

の考
かんが

え方
かた

 計画
けいかく

への反映
はんえい

 
意見
いけん

 

区分
くぶん

 

１ 

Ｐ．１ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

１ 策定
さくてい

の趣旨
しゅし

 

「同年
どうねん

６月
がつ

には、外国人
がいこくじん

を日本
にほん

社会
しゃかい

の一員
いちいん

として

受入
うけい

れ、社会
しゃかい

から孤立
こりつ

しないようにするための日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

を推進
すいしん

することを目的
もくてき

とした「日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の

推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」が公布
こうふ

・施行
しこう

されています。」と

の記載
きさい

がありますが、安城市
あんじょうし

では、法律
ほうりつ

の施行
しこう

の前後
ぜんご

で、どのような考
かんが

えの下
もと

に日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

に取
と

り組
く

み

されてきたのでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

２０１９年
ねん

４月
がつ

に施行
しこう

した第
だい

２次
じ

安城市
あんじょうし

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

プラン
ぷ ら ん

では、外国人
がいこくじん

市民
しみん

が

安城市
あんじょうし

における生活
せいかつ

を円滑
えんかつ

に送
おく

るとともに地域
ちいき

への貢献
こうけん

ができるよう、日本語
に ほ ん ご

の

学習
がくしゅう

機会
きかい

の充
じゅう

実
じつ

に取
と

り組
く

んできました。 

第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においても、外国人
がいこくじん

市民
しみん

への日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の推進
すいしん

は重要
じゅうよう

なものと考
かんが

え、施策
しさく

３－２「日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の推進
すいしん

」として位置
い ち

付
づ

けるとともに、「愛知県
あいちけん

地域
ちいき

日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の推進
すいしん

に関
かん

する基本的
きほんてき

な方針
ほうしん

」に基
もと

づき、「日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の参照枠
さんしょうわく

」における

Ａ２レベル
れ べ る

の日本語
に ほ ん ご

運用
うんよう

能力
のうりょく

を身
み

につけられる体制
たいせい

を構築
こうちく

していくことを記載
きさい

し

ています。 

 Ｄ 

【意見
いけん

区分
くぶん

】 

Ａ：ご意見
いけん

を受
う

けて加筆
かひつ

・修 正
しゅうせい

したもの  （  ３件
けん

） 

Ｂ：ご意見
いけん

の 考
かんが

え方
かた

が現行
げんこう

案
あん

に含
ふく

まれていたもの （  ０件
けん

） 

Ｃ：現行
げんこう

案
あん

とおりとしたもの  （  ５件
けん

） 

Ｄ：案
あん

に関連
かんれん

する質問
しつもん

など  （ ６１件
けん

） 



２ 

Ｐ．１ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

１ 策定
さくてい

の趣旨
しゅし

 

「社会
しゃかい

から孤立
こりつ

しないようにするための日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

を推進
すいしん

することを目的
もくてき

とした「日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の

推進
すいしん

に関
かん

する法律
ほうりつ

」が公布
こうふ

・施行
しこう

されています。」と

ありますが、学校
がっこう

現場
げんば

では多
おお

くの外国人
がいこくじん

子弟
してい

が

学級内
がっきゅうない

で孤立
こりつ

し、置
お

き去
ざ

りにされています。これは、

決
けっ

して現場
げんば

の教師
きょうし

の責任
せきにん

ではなく、初期
しょき

日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が量的
りょうてき

にも、質的
しつてき

にも不足
ふそく

していると考
かんが

えられま

す。こうした、システム
し す て む

上
じょう

のサポート
さ ぽ ー と

不足
ぶそく

が、ただで

さえ学校
がっこう

業務
ぎょうむ

に忙
ぼう

殺
さつ

される現場
げんば

教師
きょうし

の疲弊
ひへい

を助長
じょちょう

しているのです。ここを重点的
じゅうてんてき

な取
と

り組
く

みとして

指導者
しどうしゃ

を増
ふ

やし、質的
しつてき

にも高
たか

めることができれば、次
つぎ

のステップ
す て っ ぷ

で子
こ

どもの学習
がくしゅう

意欲
いよく

が高
たか

まると考
かんが

えら

れます。漢字
かんじ

やひらがなの書取
かきとり

指導
しどう

ばかりでは時間
じかん

も

予算
よさん

ももったいないと思
おも

います。 

安城市
あんじょうし

では、外国
がいこく

にルーツ
る ー つ

をもつ児童
じどう

生徒
せいと

など、 著
いちじる

しく日本語
に ほ ん ご

理解
りかい

が困難
こんなん

な者
もの

に

対
たい

し、学校
がっこう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

を指導
しどう

するほか、学校
がっこう

生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

を

習得
しゅうとく

させることを目的
もくてき

とし、日本語
に ほ ん ご

初期
しょき

指導
しどう

教室
きょうしつ

を２か所
しょ

（二本木
に ほ ん ぎ

小学校
しょうがっこう

、今池
いまいけ

小学校
しょうがっこう

）に設置
せっち

しています。初期
しょき

指導
しどう

教室
きょうしつ

は専門的
せんもんてき

な知識
ちしき

をもつ業者
ぎょうしゃ

に業務
ぎょうむ

委託
いたく

をし、教員
きょういん

免許
めんきょ

を所持
しょじ

する指導員
しどういん

が中心
ちゅうしん

となり、日本語
に ほ ん ご

及
およ

び生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

の指導
しどう

を

行
おこな

っています。初期
しょき

指導
しどう

教室
きょうしつ

では、個別
こべつ

に指導
しどう

計画
けいかく

や報告書
ほうこくしょ

を作成
さくせい

して児童
じどう

生徒
せいと

の在籍校
ざいせきこう

職員
しょくいん

との連絡
れんらく

・相談
そうだん

を行
おこな

い、校内
こうない

の日本語
に ほ ん ご

適応
てきおう

指導
しどう

につなげています。

校内
こうない

においては特別
とくべつ

の教育
きょういく

課程
かてい

を編成
へんせい

し、学級
がっきゅう

から取
と

り出
だ

して個別
こべつ

指導
しどう

や

グループ
ぐ る ー ぷ

指導
しどう

を行
おこな

ったり、学級
がっきゅう

への入
はい

り込
こ

みにより特別
とくべつ

指導
しどう

を行
おこな

ったりしていま

す。 

 Ｄ 

３ 

Ｐ．１ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

１ 策定
さくてい

の趣旨
しゅし

 

「前述
ぜんじゅつ

した「特定
とくてい

技能
ぎのう

」は、制度
せいど

創設
そうせつ

から４年
ねん

を経
へ

た令和
れいわ

５(２０２３)年
ねん

８月
がつ

に受入
うけい

れ対象
たいしょう

分野
ぶんや

が

拡大
かくだい

されるとともに、令和
れいわ

６(２０２４)年
ねん

以降
いこう

５

年間
ねんかん

の受入
うけい

れ見込数
みこみすう

（上限数
じょうげんすう

）は８２万人
まんにん

と、制度
せいど

開始
かいし

時
じ

から５年間
ねんかん

の約
やく

３５万人
まんにん

と比
くら

べて大
おお

きく増加
ぞうか

した人数
にんずう

が設定
せってい

されています。」との記載
きさい

があります

が、安城市
あんじょうし

における対象
たいしょう

範囲
はんい

の拡大
かくだい

の影響
えいきょう

をどの

ように把握
はあく

され、予測
よそく

されているのでしょうか回答
かいとう

し

ていただきたい。 

特定
とくてい

技能
ぎのう

は、人材
じんざい

の確保
かくほ

が困難
こんなん

な一部
いちぶ

の産業
さんぎょう

分野
ぶんや

などにおける人手
ひとで

不足
ぶそく

に対応
たいおう

すべ

く、創設
そうせつ

された在留
ざいりゅう

資格
しかく

です。 

Ｐ．６の図表
ずひょう

５「安城市
あんじょうし

の外国人
がいこくじん

の在留
ざいりゅう

資格
しかく

」のとおり、本市
ほんし

には「特定
とくてい

技能
ぎのう

」の

在留
ざいりゅう

資格
しかく

の方
かた

が３９８人
にん

おり（２０２４年
ねん

現在
げんざい

）、増加
ぞうか

傾向
けいこう

にあること、また、市内
しない

の中 小
ちゅうしょう

企業
きぎょう

においても、人材
じんざい

確保
かくほ

が課題
かだい

となっていることなどから、全国
ぜんこく

の

潮 流
ちょうりゅう

と同様
どうよう

に、特定
とくてい

技能
ぎのう

の在留
ざいりゅう

資格
しかく

をもつ外国人
がいこくじん

市民
しみん

の受入
うけい

れは進
すす

むものと

想定
そうてい

しています。 

 Ｄ 

４ 

Ｐ．１ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

１ 策定
さくてい

の趣旨
しゅし

 

「令和
れいわ

９(２０２７)年
ねん

からは技能
ぎのう

実習
じっしゅう

制度
せいど

が廃止
はいし

さ

れ、就労
しゅうろう

を通
つう

じた人材
じんざい

育成
いくせい

及
およ

び人材
じんざい

確保
かくほ

を目的
もくてき

と

した「育成
いくせい

就労
しゅうろう

」制度
せいど

の実施
じっし

が予定
よてい

されており、育成
いくせい

就労
しゅうろう

から特定
とくてい

技能
ぎのう

を経
へ

た、中長期的
ちゅうちょうきてき

な日本
にほん

での

在留
ざいりゅう

や活躍
かつやく

が予想
よそう

されます。」との記載
きさい

があります

が、安城市
あんじょうし

における育成
いくせい

就労
しゅうろう

の影響
えいきょう

をどのように

把握
はあく

され、予測
よそく

されているのでしょうか回答
かいとう

していた

だきたい。 

育成
いくせい

就労
しゅうろう

制度
せいど

は、従来
じゅうらい

の技能
ぎのう

実習
じっしゅう

制度
せいど

に代
か

わり、就労
しゅうろう

を通
つう

じた人材
じんざい

育成
いくせい

及
およ

び

人材
じんざい

確保
かくほ

を目的
もくてき

とした制度
せいど

であるとともに、将来的
しょうらいてき

には特定
とくてい

技能
ぎのう

の在留
ざいりゅう

資格
しかく

につ

なげる制度
せいど

です。 

市内
しない

の中 小
ちゅうしょう

企業
きぎょう

において、人材
じんざい

確保
かくほ

が課題
かだい

となっていることなどから、育成
いくせい

就労
しゅうろう

の在留
ざいりゅう

資格
しかく

をもつ外国人
がいこくじん

市民
しみん

の受入
うけい

れは進
すす

むものと想定
そうてい

しています。 

 Ｄ 



５ 

Ｐ．１ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

１ 策定
さくてい

の趣旨
しゅし

 

「こうした社会
しゃかい

情勢
じょうせい

を踏
ふ

まえながら、改
あらた

めて本市
ほんし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

を取
と

り巻
ま

く現状
げんじょう

や課題
かだい

を整理
せいり

すると

ともに、基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

や施策
しさく

を定
さだ

め、より一層
いっそう

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

を推進
すいしん

するために、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

を策定
さくてい

します。」との記載
きさい

がありますが、こうした社会
しゃかい

情勢
じょうせい

の一
ひと

つが「令和
れいわ

６(２０２４)年
ねん

以降
いこう

５年間
ねんかん

の受入
うけい

れ

見込数
みこみすう

（上限数
じょうげんすう

）は８２万人
まんにん

と、制度
せいど

開始
かいし

時
じ

から５

年間
ねんかん

の約
やく

３５万人
まんにん

と比
くら

べて大
おお

きく増加
ぞうか

した人数
にんずう

が

設定
せってい

」ではと思
おも

います。安城
あんじょう

市内
しない

における外国籍
がいこくせき

住民数
じゅうみんすう

の変化
へんか

をどのように想定
そうてい

されているのか

回答
かいとう

していただきたい。 

Ｐ．４の図表
ずひょう

２「安城市
あんじょうし

の国籍
こくせき

別
べつ

外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の推移
すいい

」のとおり、経済
けいざい

的
てき

・社会
しゃかい

的
てき

な

要因
よういん

で一時的
いちじてき

に外国人
がいこくじん

人口
じんこう

が減少
げんしょう

する期間
きかん

はありましたが、長期的
ちょうきてき

に見
み

れば増加
ぞうか

しています。 

特定
とくてい

技能
ぎのう

制度
せいど

における外国人
がいこくじん

の受入
うけい

れが拡大
かくだい

する見込
み こ

みの中
なか

で、特定
とくてい

技能
ぎのう

制度
せいど

の

受入
うけい

れの対象
たいしょう

には製造業
せいぞうぎょう

も含
ふく

まれていることから、製造業
せいぞうぎょう

を中心
ちゅうしん

とする本市
ほんし

に

おいては、外国籍
がいこくせき

住民数
じゅうみんすう

は増加
ぞうか

するものと想定
そうてい

しています。 

 Ｄ 

６ 

Ｐ．１ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

１ 策定
さくてい

の趣旨
しゅし

 

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の脚 注
きゃくちゅう

として「１国籍
こくせき

や民族
みんぞく

などの

異
こと

なる人々
ひとびと

が、互
たが

いの文化的
ぶんかてき

違
ちが

いを認
みと

め合
あ

い、対等
たいとう

な関係
かんけい

を築
きず

こうとしながら、地域
ちいき

社会
しゃかい

の構成員
こうせいいん

とし

て共
とも

に生
い

きていくこと。」とありますが、「互
たが

いの

文化的
ぶんかてき

違
ちが

いを認
みと

めない外国人
がいこくじん

市民
しみん

」の存在
そんざい

をどのよ

うに把握
はあく

され、対応
たいおう

されようとしているのかその

見解
けんかい

を回答
かいとう

していただきたい。安城
あんじょう

市内
しない

には「互
たが

い

の文化的
ぶんかてき

違
ちが

いを認
みと

めない外国人
がいこくじん

市民
しみん

」は存在
そんざい

しない

というお考
かんが

えでしょうか見解
けんかい

を回答
かいとう

していただき

たい。 

「互
たが

いの文化的
ぶんかてき

違
ちが

いを認
みと

めない外国人
がいこくじん

市民
しみん

」の存在
そんざい

について、定量的
ていりょうてき

な把握
はあく

はでき

ておりません。 

また、そうした外国人
がいこくじん

市民
しみん

が存在
そんざい

しないという考
かんが

えはありません。 

本市
ほんし

としましては、外国人
がいこくじん

市民
しみん

が日本
にほん

の文化
ぶんか

を尊重
そんちょう

し、習慣
しゅうかん

を理解
りかい

することは必要
ひつよう

なことであると考
かんが

えています。 

今回
こんかい

のアンケート
あ ん け ー と

では、外国人
がいこくじん

市民
しみん

に対
たい

して多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

への理解
りかい

について把握
はあく

して

おりませんでしたが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

は国籍
こくせき

にかかわらず把握
はあく

していく必要
ひつよう

が

あると考
かんが

えるため、今後
こんご

外国人
がいこくじん

市民
しみん

への把握
はあく

についても検討
けんとう

してまいります。 

 Ｄ 

７ 

Ｐ．２ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

２ 位置
い ち

づけ 

「このプラン
ぷ ら ん

は、本市
ほんし

の中長期的
ちゅうちょうきてき

なまちづくりの

指針
ししん

である「第
だい

９次
じ

安城市
あんじょうし

総合
そうごう

計画
けいかく

」に基
もと

づくとと

もに、国
くに

や県
けん

の関連
かんれん

する計画
けいかく

などを踏
ふ

まえた上
うえ

で、

本市
ほんし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

の方針
ほうしん

や考
かんが

え方
かた

を示
しめ

した

ものです。」との記載
きさい

がありますが、既
すで

に「第
だい

９次
じ

安城市
あんじょうし

総合
そうごう

計画
けいかく

実施
じっし

計画
けいかく

（令和
れいわ

７年度
ねんど

～９年度
ねんど

）」が

発行
はっこう

されていますので、令和
れいわ

９年度
ねんど

までは、実施
じっし

計画
けいかく

で定
さだ

められた内容
ないよう

が優先的
ゆうせんてき

に実施
じっし

されるということ

でしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

実施
じっし

計画
けいかく

は、総合
そうごう

計画
けいかく

で定
さだ

める重点
じゅうてん

戦略
せんりゃく

及
およ

び分野
ぶんや

別
べつ

計画
けいかく

に関連
かんれん

する事業
じぎょう

などを

掲載
けいさい

した３か年
ねん

の計画
けいかく

であり、追加
ついか

や修正
しゅうせい

を行
おこな

いながら毎
まい

年度
ねんど

策定
さくてい

しています。 

本
ほん

プラン
ぷ ら ん

に位置
い ち

付
づ

ける取組
とりくみ

を含
ふく

め、今後
こんご

実施
じっし

する事業
じぎょう

につきましては、毎
まい

年度
ねんど

策定
さくてい

す

る実施
じっし

計画
けいかく

や予算
よさん

編成
へんせい

において社会
しゃかい

情勢
じょうせい

を踏
ふ

まえながら判断
はんだん

を行
おこな

ってまいりま

すので、必
かなら

ずしも令和
れいわ

７～９年度
ねんど

実施
じっし

計画
けいかく

書
しょ

に記載
きさい

された内容
ないよう

が優先的
ゆうせんてき

に実施
じっし

され

るとは限
かぎ

りません。 

 Ｄ 



８ 

Ｐ．２ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

３ 計画
けいかく

期間
きかん

 

「令和
れいわ

７(２０２５)年度
ねんど

から令和
れいわ

１１(２０２９)年度
ねんど

までの５年間
ねんかん

とします。第
だい

９次
じ

安城市
あんじょうし

総合
そうごう

計画
けいかく

（令和
れいわ

６(２０２４)年度
ねんど

～令和
れいわ

１３(２０３１)年度
ねんど

）」

との記載
きさい

がありますが、総合
そうごう

計画
けいかく

とは異
こと

なり計画
けいかく

期間
きかん

を令和
れいわ

１１年度
ねんど

としている理由
りゆう

を回答
かいとう

していた

だきたい。 

本
ほん

プラン
ぷ ら ん

は、第
だい

１次
じ

、第
だい

２次
じ

と概
おおむ

ね５年
ねん

で改定
かいてい

を行
おこな

ってきました。関連
かんれん

計画
けいかく

であ

る愛知
あいち

県
けん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

プラン
ぷ ら ん

の計画
けいかく

期間
きかん

も５年
ねん

となっています。 

また、外国人
がいこくじん

を取
と

り巻
ま

く環境
かんきょう

は、法
ほう

改正
かいせい

や経済
けいざい

状 況
じょうきょう

などに大きな影響
えいきょう

を受
う

けま

す。 

これらを踏
ふ

まえ、第
だい

９次
じ

安城市
あんじょうし

総合
そうごう

計画
けいかく

の終期
しゅうき

である令和
れいわ

１３年度
ねんど

に合
あ

わせた７年
ねん

ではなく、５年
ねん

の計画
けいかく

期間
きかん

としています。 

 Ｄ 

９ 

Ｐ．２ 

Ⅰ 策定
さくてい

にあたって 

３ 計画
けいかく

期間
きかん

 

「令和
れいわ

７(２０２５)年度
ねんど

から令和
れいわ

１１(２０２９)年度
ねんど

までの５年間
ねんかん

とします。第
だい

９次
じ

安城市
あんじょうし

総合
そうごう

計画
けいかく

（令和
れいわ

６(２０２４)年度
ねんど

～令和
れいわ

１３(２０３１)年度
ねんど

）」

との記載
きさい

がありますが、本
ほん

計画
けいかく

、総合
そうごう

計画
けいかく

、愛知
あいち

県
けん

の計画
けいかく

、国
くに

の計画
けいかく

の計画
けいかく

期間
きかん

を図示
ず し

で見
み

やすく本
ほん

プラン
ぷ ら ん

内
ない

に記載
きさい

していただきたい。記載
きさい

できない場合
ばあい

はその理由
りゆう

を回答
かいとう

していただきたい。 

ご指摘
してき

のとおり記載
きさい

します。 ご指摘
してき

の件
けん

は、

左記
さ き

の市
し

の 考
かんが

え

方
かた

に 基
もと

づき、

プラン
ぷ ら ん

の内容
ないよう

を

一部
いちぶ

修正
しゅうせい

させて

いただきます。 

Ａ 

１０ 

Ｐ．３ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（１）外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の割合
わりあい

 

「全国
ぜんこく

や愛知
あいち

県
けん

と比較
ひかく

して、外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の割合
わりあい

は高
たか

くなっています。」との記載
きさい

がありますが、令和
れいわ

７年度
ねんど

以降
いこう

もこの傾向
けいこう

は継続
けいぞく

するとの見込
み こ

みでしょうか

見解
けんかい

を回答
かいとう

していただきたい。 

安城市
あんじょうし

は製造業
せいぞうぎょう

が盛
さか

んであり、製造業
せいぞうぎょう

は他
ほか

の業種
ぎょうしゅ

に比
くら

べて外国人
がいこくじん

労働者
ろうどうしゃ

を

雇用
こよう

する企業
きぎょう

が多
おお

いことから、外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の割合
わりあい

が全国
ぜんこく

及
およ

び愛知
あいち

県
けん

と比
くら

べて高
たか

い

傾向
けいこう

は、しばらく継続
けいぞく

するものと想定
そうてい

しています。 

 Ｄ 

１１ 

Ｐ．３ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（２）外国人
がいこくじん

人口
じんこう

、国籍
こくせき

の推移
すいい

 

「減少
げんしょう

した期間
きかん

もありますが、長期的
ちょうきてき

に見
み

て増加
ぞうか

し

ています。」との記載
きさい

がありますが、今後
こんご

も増加
ぞうか

を見込
み こ

んでいるのでしょうか、また、どの程度
ていど

の増加
ぞうか

を見込
み こ

んでいるのでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

Ｐ．４の図表
ずひょう

２「安城市
あんじょうし

の国籍
こくせき

別
べつ

外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の推移
すいい

」のとおり、経済
けいざい

的
てき

・社会
しゃかい

的
てき

な

要因
よういん

で一時的
いちじてき

に外国人
がいこくじん

人口
じんこう

が減少
げんしょう

する期間
きかん

はありましたが、長期的
ちょうきてき

に見
み

れば増加
ぞうか

しておりますので、今後
こんご

も増加
ぞうか

していくと想定
そうてい

しています。 

なお、増加
ぞうか

の具体的
ぐたいてき

な数値
すうち

につきましては、外国人
がいこくじん

の受入
うけい

れ制度
せいど

などが変化
へんか

している

中
なか

で推計
すいけい

は難
むずか

しくなっております。 

 Ｄ 

１２ 

Ｐ．４ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（３）人口
じんこう

増減
ぞうげん

における外国人
がいこくじん

「転入
てんにゅう

・転出
てんしゅつ

などの社会
しゃかい

増減
ぞうげん

において、日本人
にほんじん

は

「２０１９年
ねん

１０月
がつ

～２０２０年
ねん

９月
がつ

」以降
いこう

減少
げんしょう

が

続
つづ

いていますが、外国人
がいこくじん

は「２０２１年
ねん

１０月
がつ

～２

０２２年
ねん

９月
がつ

」から増加
ぞうか

に転
てん

じています。出 生
しゅっしょう

・

死亡
しぼう

などの自然
しぜん

増減
ぞうげん

において、日本人
にほんじん

は「２０２１年
ねん

１０月
がつ

～２０２２年
ねん

９月
がつ

」以降
いこう

減少
げんしょう

していますが、

Ｎｏ．１１でも回答
かいとう

しましたとおり、外国人
がいこくじん

人口
じんこう

については、今後
こんご

も増加
ぞうか

していくと

想定
そうてい

していますが、増加
ぞうか

の具体的
ぐたいてき

な数値
すうち

の推計
すいけい

は難
むずか

しいことから、今後
こんご

の人口
じんこう

推計
すいけい

について、日本人
にほんじん

、外国人
がいこくじん

それぞれの推計
すいけい

値
ち

は算
さん

出
しゅつ

しておりません。そのため、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

における日本
にほん

国籍
こくせき

を有
ゆう

する者
もの

と外国籍
がいこくせき

を有
ゆう

する者
もの

の比率
ひりつ

について想定
そうてい

す

ることは難
むずか

しくなっております。 

 Ｄ 



人口
じんこう

の影響
えいきょう

 外国人
がいこくじん

は自然
しぜん

増
ぞう

を保
たも

っています。」との記載
きさい

がありま

すが、今後
こんご

もこの傾向
けいこう

が継続
けいぞく

すると見込
み こ

んでいるの

でしょうか、見込
み こ

んでいるとすれば、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

には、安城
あんじょう

市内
しない

に居住
きょじゅう

する住民
じゅうみん

の日本
にほん

国籍
こくせき

を有
ゆう

する者
もの

と外国籍
がいこくせき

を有
ゆう

する者
もの

の比率
ひりつ

はどのように変化
へんか

していくとの見解
けんかい

でしょうか回答
かいとう

していただきた

い。 

１３ 

Ｐ．５ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（４）性別
せいべつ

・年齢
ねんれい

別
べつ

人口
じんこう

構成
こうせい

の

状 況
じょうきょう

 

「本市
ほんし

の外国人
がいこくじん

と市
し

全体
ぜんたい

の年齢
ねんれい

別
べつ

人口
じんこう

構成
こうせい

をみる

と、市
し

全体
ぜんたい

では４０～５０歳代
さいだい

が最
もっと

も多
おお

くなってい

ますが、外国人
がいこくじん

では、２０～３０歳代
さいだい

が最
もっと

も多
おお

くな

っています。外国人
がいこくじん

の１５～６４歳
さい

の生産
せいさん

年齢
ねんれい

人口
じんこう

は８２．０％、１５歳
さい

未満
みまん

の年少
ねんしょう

人口
じんこう

は１４．６％、

６５歳
さい

以上
いじょう

の高齢者
こうれいしゃ

人口
じんこう

は３．３％であり、本市
ほんし

に

おける外国人
がいこくじん

は勤労
きんろう

世代
せだい

が多
おお

く、高齢者
こうれいしゃ

が少
すく

ない

状 況
じょうきょう

です。」との記載
きさい

がありますが、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

における「小中学校
しょうちゅうがっこう

の児童
じどう

＆生徒
せいと

の日本
にほん

国籍
こくせき

を有
ゆう

する者
もの

と外国籍
がいこくせき

を有
ゆう

する者
もの

との比率
ひりつ

をどのように

想定
そうてい

されているのかを回答
かいとう

していただきたい。 

小中学校
しょうちゅうがっこう

の児童
じどう

生徒
せいと

の日本
にほん

国籍
こくせき

を有
ゆう

する者
もの

と外国籍
がいこくせき

を有
ゆう

する者
もの

との比率
ひりつ

につき

ましては、外国人
がいこくじん

の受入
うけい

れ制度
せいど

が変化
へんか

しているため、想定
そうてい

は難
むずか

しくなっていますが、

Ｐ．６の図表
ずひょう

６「安城市
あんじょうし

における日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

数
すう

の推移
すいい

」のとおり、

日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

数が増加
ぞうか

していることから、外国人
がいこくじん

児童
じどう

生徒
せいと

の割合
わりあい

は

増加
ぞうか

するものと想定
そうてい

しています。 

 Ｄ 

１４ 

Ｐ．５ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（４）性別
せいべつ

・年齢
ねんれい

別
べつ

人口
じんこう

構成
こうせい

の

状 況
じょうきょう

 

「本市
ほんし

の外国人
がいこくじん

と市
し

全体
ぜんたい

の年齢
ねんれい

別
べつ

人口
じんこう

構成
こうせい

をみる

と、市
し

全体
ぜんたい

では４０～５０歳代
さいだい

が最
もっと

も多
おお

くなってい

ますが、外国人
がいこくじん

では、２０～３０歳代
さいだい

が最
もっと

も多
おお

くな

っています。外国人
がいこくじん

の１５～６４歳
さい

の生産
せいさん

年齢
ねんれい

人口
じんこう

は８２．０％、１５歳
さい

未満
みまん

の年少
ねんしょう

人口
じんこう

は１４．６％、

６５歳
さい

以上
いじょう

の高齢者
こうれいしゃ

人口
じんこう

は３．３％であり、本市
ほんし

に

おける外国人
がいこくじん

は勤労
きんろう

世代
せだい

が多
おお

く、高齢者
こうれいしゃ

が少
すく

ない

状 況
じょうきょう

です。」との記載
きさい

がありますが、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

における「６５歳
さい

以上
いじょう

の高齢者
こうれいしゃ

人口
じんこう

の日本
にほん

国籍
こくせき

を有
ゆう

する者
もの

と外国籍
がいこくせき

を有
ゆう

する者
もの

との比率
ひりつ

をどのように

想定
そうてい

されているのかを回答
かいとう

していただきたい。 

Ｎｏ．１１でも回答
かいとう

しましたとおり、外国人
がいこくじん

人口
じんこう

については、今後
こんご

も増加
ぞうか

していくと

想定
そうてい

していますが、増加
ぞうか

の具体的
ぐたいてき

な数値
すうち

の推計
すいけい

は難
むずか

しいことから、今後
こんご

の年齢
ねんれい

別
べつ

人口
じんこう

推計
すいけい

について、日本人
にほんじん

、外国人
がいこくじん

それぞれの推計
すいけい

値
ち

は算出
さんしゅつ

しておりません。その

ため、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

における６５歳
さい

以上
いじょう

の高齢者
こうれいしゃ

人口
じんこう

の日本
にほん

国籍
こくせき

を有
ゆう

する者
もの

と

外国籍
がいこくせき

を有
ゆう

する者
もの

の比率
ひりつ

について想定
そうてい

することは難
むずか

しくなっております。 

 Ｄ 

１５ 
Ｐ．５ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

「在留
ざいりゅう

資格
しかく

別
べつ

の外国人
がいこくじん

人口
じんこう

は、永住者
えいじゅうしゃ

が２，９８ 在留
ざいりゅう

資格
しかく

別
べつ

の外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の内訳
うちわけ

としては、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

においても永住者
えいじゅうしゃ

、  Ｄ 



る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（５）在留
ざいりゅう

資格
しかく

・就労
しゅうろう

 

３人
にん

、定住者
ていじゅうしゃ

が１，５６８人
にん

と多
おお

く、次
つ

いで技能
ぎのう

実習
じっしゅう

、技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ちしき

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

、家族
かぞく

滞在
たいざい

、特定
とくてい

技能
ぎのう

、日本人
にほんじん

の配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

の順
じゅん

となっています。」との

記載
きさい

がありますが、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

における上記
じょうき

の

在留
ざいりゅう

資格
しかく

別
べつ

の外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の想定
そうてい

とその内訳
うちわけ

を

回答
かいとう

していただきたい。 

定住者
ていじゅうしゃ

が多
おお

い傾向
けいこう

は変
か

わらないと想定
そうてい

しています。 

また、技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ちしき

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

、特定
とくてい

技能
ぎのう

などの在留
ざいりゅう

資格
しかく

をもつ人
ひと

が、人手
ひとで

不足
ぶそく

や特定
とくてい

技能
ぎのう

制度
せいど

の受入
うけいれ

数
すう

の拡大
かくだい

などを背景
はいけい

として、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

において増加
ぞうか

し

ていると想定
そうてい

しています。 

１６ 

Ｐ．５ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（５）在留
ざいりゅう

資格
しかく

・就労
しゅうろう

 

「本市
ほんし

では、原則
げんそく

として就労
しゅうろう

制限
せいげん

がなく、在留
ざいりゅう

資格
しかく

の更新
こうしん

などにより日本
にほん

での継続
けいぞく

居住
きょじゅう

も可能
かのう

な、

永住者
えいじゅうしゃ

、定住者
ていじゅうしゃ

、特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

、日本人
にほんじん

の配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

及
およ

び永住者
えいじゅうしゃ

の配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

の割合
わりあい

が多
おお

く、定住化
ていじゅうか

傾向
けいこう

にあります。」との記載
きさい

がありますが、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

迄
まで

その傾向
けいこう

は継続
けいぞく

するとの想定
そうてい

でしょうか、ま

た、その比率
ひりつ

の想定
そうてい

を回答
かいとう

していただきたい。 

計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

においても、永住者
えいじゅうしゃ

、定住者
ていじゅうしゃ

、特別
とくべつ

永住者
えいじゅうしゃ

、日本人
にほんじん

の配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

及
およ

び永住者
えいじゅうしゃ

の配偶者
はいぐうしゃ

等
とう

の割合
わりあい

が多
おお

いと考
かんが

えます。ただし、技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ちしき

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

、特定
とくてい

技能
ぎのう

、技能
ぎのう

実習
じっしゅう

の在留
ざいりゅう

資格
しかく

の増加
ぞうか

数
すう

の方
ほう

が多
おお

いと見込
み こ

んでいることか

ら、比率
ひりつ

としては下
さ

がることを想定
そうてい

しています。 

なお、上 述
じょうじゅつ

のとおり継続
けいぞく

居住
きょじゅう

可能
かのう

な在留
ざいりゅう

資格
しかく

者
しゃ

の比率
ひりつ

は下
さ

がることを想定
そうてい

して

おりますので、Ｐ．５（５）在留
ざいりゅう

資格
しかく

・就労
しゅうろう

の６行目
ぎょうめ

「定住化
ていじゅうか

傾向
けいこう

にあります」

という表現
ひょうげん

は削除
さくじょ

します。 

ご指摘
してき

の件
けん

は、

左記
さ き

の市
し

の 考
かんが

え

方
かた

に 基
もと

づき、

プラン
ぷ ら ん

の内容
ないよう

を

一部
いちぶ

修正
しゅうせい

させて

いただきます。 

Ａ 

１７ 

Ｐ．５ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（５）在留
ざいりゅう

資格
しかく

・就労
しゅうろう

 

「一方
いっぽう

で、令和
れいわ

元
がん

(２０１９)年
ねん

と比較
ひかく

すると、技術
ぎじゅつ

・

人文
じんぶん

知識
ちしき

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

及
およ

び特定
とくてい

技能
ぎのう

などの就労
しゅうろう

を

目的
もくてき

とした在留
ざいりゅう

資格
しかく

をもつ人
ひと

が増加
ぞうか

しており、人手
ひとで

不足
ぶそく

や特定
とくてい

技能
ぎのう

制度
せいど

の受入
うけいれ

数
すう

の拡大
かくだい

などを背景
はいけい

と

して、今後
こんご

も増加
ぞうか

していくことが見込
み こ

まれます。」との

記載
きさい

がありますが、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

迄
まで

その傾向
けいこう

は

継続
けいぞく

するとの想定
そうてい

でしょうか、また、最終
さいしゅう

年度
ねんど

には、

技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ちしき

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

及
およ

び特定
とくてい

技能
ぎのう

などの

就労
しゅうろう

を目的
もくてき

とした在留
ざいりゅう

資格
しかく

をもつ人
ひと

の比率
ひりつ

の

想定
そうてい

を回答
かいとう

していただきたい。 

技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ちしき

・国際
こくさい

業務
ぎょうむ

及
およ

び特定
とくてい

技能
ぎのう

などの就労
しゅうろう

を目的
もくてき

とした在留
ざいりゅう

資格
しかく

をもつ

人
ひと

が増加
ぞうか

しており、人手
ひとで

不足
ぶそく

や特定
とくてい

技能
ぎのう

制度
せいど

の受入
うけいれ

数
すう

の拡大
かくだい

などを背景
はいけい

として、

計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

まで増加
ぞうか

傾向
けいこう

が継続
けいぞく

するものと見込
み こ

んでいます。 

また、永住者
えいじゅうしゃ

、定住者
ていじゅうしゃ

などより増加
ぞうか

数
すう

が多
おお

いと考
かんが

えられるため、比率
ひりつ

も上
あ

がるこ

とを想定
そうてい

しています。 

 Ｄ 

１８ 

Ｐ．６ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

１ 外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の状 況
じょうきょう

（統計
とうけい

データ
で ー た

） 

（６）子
こ

どもの状 況
じょうきょう

 

「本市
ほんし

の日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

数
すう

は、新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

などの影響
えいきょう

により近年
きんねん

は

横
よこ

ばいで推移
すいい

していましたが、令和
れいわ

６(２０２４)年度
ねんど

は増加
ぞうか

しています。技術
ぎじゅつ

・人文
じんぶん

知識
ちしき

•国際
こくさい

業務
ぎょうむ

などの

家族
かぞく

滞在
たいざい

が認
みと

められている在留
ざいりゅう

資格
しかく

が増加
ぞうか

してい

ることから、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

の数
かず

につい

ても、今後
こんご

増加
ぞうか

が見込
み こ

まれます。」との記載
きさい

があります

令和
れいわ

６年
ねん

における外国籍
がいこくせき

児童
じどう

生徒
せいと

数
すう

は６４７人
にん

、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

数
すう

は

６１３人
にん

です。 

なお、日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

とは、外国籍
がいこくせき

の児童
じどう

生徒
せいと

に限
かぎ

ったものではありま

せん。 

子
こ

どもの日本語
に ほ ん ご

の習熟度
しゅうじゅくど

は来日
らいにち

年齢
ねんれい

などにも左右
さゆう

されるため、計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

にお

ける外国籍
がいこくせき

児童
じどう

生徒
せいと

と日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

の比率
ひりつ

を想定
そうてい

することは難
むずか

し

くなっておりますが、学校
がっこう

内外
ないがい

での子
こ

どもたちへの日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の推進
すいしん

により、

 Ｄ 



が、外国籍
がいこくせき

児童
じどう

生徒
せいと

と日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

数
すう

の現在
げんざい

の比率
ひりつ

と計画
けいかく

最終
さいしゅう

年度
ねんど

における比率
ひりつ

の

想定
そうてい

を回答
かいとう

していただきたい。 

日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

数
すう

を減
へ

らしていきたいと考
かんが

えています。 

１９ 

Ｐ．７ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

２ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する市民
しみん

の

意識
いしき

（アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

） 

（１）外国人
がいこくじん

市民
しみん

の意識
いしき

 

①日本
にほん

で困
こま

っていること・相談
そうだん

し

たいこと 

「外国人
がいこくじん

市民
しみん

が困
こま

っていること・相談
そうだん

したいことは、

「日本語
に ほ ん ご

で人
ひと

と話
はなし

をすること(３３．４％）」や、

「日本語
に ほ ん ご

を読
よ

むこと(３１．５％）」といった日本語
に ほ ん ご

で

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の割合
わりあい

が高
たか

くなっており」との

記載
きさい

がありますが、安城
あんじょう

市内
しない

に居住
きょじゅう

する外国籍
がいこくせき

の

人
ひと

が日本人
にほんじん

と共生
きょうせい

するためには、日常
にちじょう

会話
かいわ

や簡単
かんたん

な日本語
に ほ ん ご

が読
よ

めることは必須
ひっす

であると思
おも

いますが、

日本語
に ほ ん ご

でのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

能力
のうりょく

に欠
か

ける現状
げんじょう

をどのように認識
にんしき

されているのか回答
かいとう

していただき

たい。 

ご指摘
してき

いただいたとおり、日本語
に ほ ん ご

でのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

に困
こま

っていると回答
かいとう

した

割合
わりあい

が３割
わり

程度
ていど

ある一方
いっぽう

で、令和
れいわ

５年度
ねんど

に実施
じっし

した、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」において、自身
じしん

の日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

（話
はな

す）について、「簡単
かんたん

で短
みじか

い会話
かいわ

ができる」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が３９．４％、「日常
にちじょう

会話
かいわ

で話
はな

すことができ

る」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が２６．２％あり、自身
じしん

の日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

（読
よ

む）について、「簡単
かんたん

で短
みじか

い文
ぶん

が読
よ

める」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が４１．４％、「日常
にちじょう

生活
せいかつ

や仕事
しごと

の文
ぶん

が読
よ

める」

と回答
かいとう

した割合
わりあい

が１７．９％ありました。ただし、これらは自己
じ こ

判断
はんだん

による回答
かいとう

のた

め、実際
じっさい

は個人
こじん

によって大
おお

きく差
さ

があると考
かんが

えます。 

いずれにしましても、最低限
さいていげん

の日本語
に ほ ん ご

を習得
しゅうとく

することは、日本
にほん

で生活
せいかつ

する上
うえ

では

必要
ひつよう

になりますので、外国人
がいこくじん

市民
しみん

に対
たい

する日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

や日本人
にほんじん

市民
しみん

に対
たい

する「やさ

しい日本語
に ほ ん ご

」の周知
しゅうち

などにより、日本人
にほんじん

市民
しみん

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

が

円滑
えんかつ

に行
おこな

われるよう取
と

り組
く

んでまいります。 

 Ｄ 

２０ 

Ｐ．８ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

２ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する市民
しみん

の

意識
いしき

（アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

） 

（１）外国人
がいこくじん

市民
しみん

の意識
いしき

 

②地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

などに参加
さんか

したこと

のある外国人
がいこくじん

市民
しみん

 

「全体
ぜんたい

としては、「参加
さんか

したことがない」が最
もっと

も多
おお

く

４５．０％であり、外国人
がいこくじん

市民
しみん

のまちのイベント
い べ ん と

ヘの

参加
さんか

は少
すく

ない状態
じょうたい

です。」との記載
きさい

がありますが、そ

の原因
げんいん

と理由
りゆう

とその対応
たいおう

策
さく

を回答
かいとう

していただきた

い。 

第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

期間
きかん

においては、新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

による、

イベント
い べ ん と

の自粛
じしゅく

などが要因
よういん

となったと考
かんが

えます。 

第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、施策
しさく

１－２「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の意識
いしき

啓発
けいはつ

、相互
そうご

理解
りかい

と交流
こうりゅう

の

促進
そくしん

」や施策
しさく

３－１「情報
じょうほう

発信
はっしん

体制
たいせい

の構築
こうちく

」に記載
きさい

の取組
とりくみ

をとおして、交流
こうりゅう

機会
きかい

の創出
そうしゅつ

支援
しえん

やイベント
い べ ん と

情報
じょうほう

を周知
しゅうち

し、外国人
がいこくじん

市民
しみん

もまちのイベント
い べ ん と

に参加
さんか

できる

よう取
と

り組
く

んでまいります。 

 Ｄ 

２１ 

Ｐ．８ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

２ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する市民
しみん

の

意識
いしき

（アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

） 

（１）外国人
がいこくじん

市民
しみん

の意識
いしき

 

③安城市
あんじょうし

を住
す

みやすいと思
おも

う

外国人
がいこくじん

市民
しみん

 

「「生活
せいかつ

しやすい」の割合
わりあい

が最
もっと

も高
たか

く４４．４%、次
つ

いで「とても生活
せいかつ

しやすい」が４３．０％となってお

り、９割
わり

弱
じゃく

の外国人
がいこくじん

市民
しみん

が本市
ほんし

を生活
せいかつ

しやすいと

評価
ひょうか

しています。」との記載
きさい

がありますが、「安城市
あんじょうし

を

住
す

みやすいと思
おも

う日本人
にほんじん

市民
しみん

」の割合
わりあい

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

と比較
ひかく

をした場合
ばあい

、日本人
にほんじん

市民
しみん

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

に差
さ

があ

るのかをデータ
で ー た

を基
もと

に見解
けんかい

を回答
かいとう

していただきた

い。 

市内
しない

在住
ざいじゅう

の１８歳
さい

以上
いじょう

の市民
しみん

を 対象
たいしょう

に 行
おこな

った令和
れいわ

５年度
ねんど

の安城市
あんじょうし

市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

において、安城市
あんじょうし

を「住
す

みよい」と回答
かいとう

した割合
わりあい

は５１．５％、「ど

ちらかといえば住
す

みよい」と回答
かいとう

した割合
わりあい

は４２．３％でした。 

日本人
にほんじん

市民
しみん

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

との間
あいだ

に、安城市
あんじょうし

での暮
く

らしやすさに大差
たいさ

はないと考
かんが

え

ていますが、外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

の方が低
ひく

い結果
けっか

ではありますので、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

にお

いては、施策
しさく

の方針
ほうしん

２「ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた暮
く

らしの支援
しえん

」に基
もと

づき、だれもが

安心
あんしん

して暮
く

らせる安城市
あんじょうし

となるよう取
と

り組
く

んでまいります。 

 Ｄ 



２２ 

Ｐ．９ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

２ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する市民
しみん

の

意識
いしき

（アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

） 

（２）日本人
にほんじん

市民
しみん

の意識
いしき

 

① 日本人
にほんじん

市民
しみん

の 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の

理解
りかい

度
ど

 

「本市
ほんし

における多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度は高
たか

まってい

ますが、まだ半数
はんすう

以上
いじょう

の人
ひと

が内容
ないよう

をよく理解
りかい

してい

ないのが現状
げんじょう

です。」との記載
きさい

がありますが、「外国
がいこく

人
じん

市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

の割合
わりあい

」と「日本人
にほんじん

市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

の割合
わりあい

」を比較
ひかく

をした

場合
ばあい

に差
さ

があるのかをデータ
で ー た

を基
もと

に回答
かいとう

していただ

きたい。 

「外国人
がいこくじん

市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度の割合
わりあい

」のデータ
で ー た

はありません。しかしながら、

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

は国籍
こくせき

にかかわらず把握
はあく

していくことが重要
じゅうよう

だと考
かんが

えてい

るため、今後
こんご

外国人
がいこくじん

市民
しみん

への把握
はあく

についても検討
けんとう

してまいります。 

 Ｄ 

２３ 

Ｐ．１０ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

２ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する市民
しみん

の

意識
いしき

（アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

） 

（２）日本人
にほんじん

市民
しみん

の意識
いしき

 

②外国人
がいこくじん

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

 

「最近
さいきん

1年間
ねんかん

で、家族
かぞく

や親族
しんぞく

以外
いがい

の外国人
がいこくじん

との

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を取
と

る機会
きかい

のあった日本人
にほんじん

市民
しみん

は３６．２％でした。外国人
がいこくじん

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の内容
ないよう

としては「簡単
かんたん

な会話
かいわ

をした(５６．６％）」や

「あいさつをした(５３．７％）」といった内容
ないよう

が多
おお

く

なっており、次
つ

いで「一緒
いっしょ

に仕事
しごと

をした(４１．５％）」

となっています。」との記載
きさい

がありますが、最近
さいきん

１

年間
ねんかん

で、家族
かぞく

や親族
しんぞく

以外
いがい

の日本人
にほんじん

とのコミュニケー
こ み ゅ に け ー

ション
し ょ ん

を取
と

る機会
きかい

のあった外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

と日本
にほん

市民
しみん

と比較
ひかく

をした場合
ばあい

の見解
けんかい

をデータ
で ー た

に基
もと

づいて

回答
かいとう

していただきたい。 

「最近
さいきん

１年間
ねんかん

で、家族
かぞく

や親族
しんぞく

以外
いがい

の日本人
にほんじん

とのコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を取
と

る機会
きかい

のあっ

た外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

」についてのデータ
で ー た

はありません。 

なお、アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

などにおける日本人
にほんじん

市民
しみん

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

の比較
ひかく

については、設問
せつもん

数
すう

などを考慮
こうりょ

する必要
ひつよう

があるため、比較
ひかく

すべき項目
こうもく

などを検討
けんとう

してまいります。 

 Ｄ 

２４ 

Ｐ．１０ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

２ 多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する市民
しみん

の

意識
いしき

（アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

） 

（２）日本人
にほんじん

市民
しみん

の意識
いしき

 

③外国人
がいこくじん

市民
しみん

のために実践
じっせん

してい

ること 

「あいさつや日常
にちじょう

会話
かいわ

をする」の割合
わりあい

が最
もっと

も高
たか

く

６１．３％です。次
じ

いで「様々
さまざま

な国
くに

の生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

や文化
ぶんか

等
とう

への理解
りかい

を深
ふか

める(４０．１％）」、「日本
にほん

の生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

や地域
ちいき

のルール
る ー る

等
とう

を教
おし

える(３２．０％）」とな

っています。」との記載
きさい

がありますが、「外国人
がいこくじん

市民
しみん

が

日本人
にほんじん

市民
しみん

のために実践
じっせん

していることの割合
わりあい

」と

「日本
にほん

人
じん

市民
しみん

が外国人
がいこくじん

市民
しみん

のために実践
じっせん

しているこ

との割合
わりあい

」とを比較
ひかく

した場合
ばあい

の見解
けんかい

をデータ
で ー た

に基
もと

づ

いて回答
かいとう

していただきたい。 

「外国人
がいこくじん

市民
しみん

が日本人
にほんじん

市民
しみん

のために実践
じっせん

していることの割合
わりあい

」についてのデータ
で ー た

は

ありません。 

なお、アンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

などにおける日本人
にほんじん

市民
しみん

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

の比較
ひかく

については、設問
せつもん

数
すう

などを考慮
こうりょ

する必要
ひつよう

があるため、比較
ひかく

すべき項目
こうもく

などを検討
けんとう

してまいります。 

 

 Ｄ 

２５ 

Ｐ．１１ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

促進
そくしん

のため、パネル
ぱ ね る

展示
てんじ

、講座
こうざ

・

研修
けんしゅう

などを開催
かいさい

しました。加
くわ

えて、市
し

公式
こうしき

直近
ちょっきん

の令和
れいわ

５年度
ねんど

においては、安城市
あんじょうし

の外国人
がいこくじん

人口
じんこう

や市
し

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の取組
とりくみ

につ

いてのパネル
ぱ ね る

展示
てんじ

と研修
けんしゅう

・講座
こうざ

などを３回
かい

ずつ実施
じっし

しました。 

 Ｄ 



３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（１）施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

【基本
きほん

方針
ほうしん

１】多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に対
たい

す

る理解
りかい

度
ど

や意識
いしき

の定着
ていちゃく

 

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

やＳＮＳを活用
かつよう

し、外国人
がいこくじん

統計
とうけい

の

共有
きょうゆう

や周知
しゅうち

を行
おこな

いました。」との記載
きさい

があります

が、具体的
ぐたいてき

にどのような内容
ないよう

を何回
なんかい

実施
じっし

され、どのよ

うな効果
こうか

があったのかを定量性的
ていりょうせいてき

に回答
かいとう

していた

だきたい。また、参加
さんか

された方
かた

の外国人
がいこくじん

市民
しみん

の人口
じんこう

比率
ひりつ

と日本人
にほんじん

市民
しみん

の人口
じんこう

比率
ひりつ

をデータ
で ー た

に基
もと

づいて

回答
かいとう

していただきたい。 

また、まちかど講座
こうざ

にて、「やさしい日本語
に ほ ん ご

」についての研修
けんしゅう

を実施
じっし

しました。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に実施
じっし

した、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（日本人
にほんじん

市民
しみん

）」にお

いて、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

は４５．１％と前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から１１．５ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞうか

しま

した。 

なお、公民館
こうみんかん

講座
こうざ

では、外国
がいこく

の文化
ぶんか

や習慣
しゅうかん

に対
たい

する理解
りかい

及
およ

び国際
こくさい

交流
こうりゅう

に関
かん

する

講座
こうざ

を実施
じっし

しました。令和
れいわ

５年度
ねんど

は１１講座
こうざ

開催
かいさい

し、日本人
にほんじん

市民
しみん

が１３２名
めい

、外国人
がいこくじん

市民
しみん

が９名
めい

参加
さんか

しました。人口
じんこう

に対
たい

する比率
ひりつ

としては、令和
れいわ

５年度
ねんど

（令和
れいわ

６年
ねん

３月
がつ

３

１日
にち

時点
じてん

）の日本人
にほんじん

市民
しみん

の人口
じんこう

１７９，７５０人
にん

の約
やく

０．０７％、外国人
がいこくじん

市民
しみん

の人口
じんこう

８，２６０人
にん

の約
やく

０．１％になります。 

２６ 

Ｐ．１１ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（１）施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

【基本
きほん

方針
ほうしん

２】 外国人
がいこくじん

市民
しみん

の

学習
がくしゅう

機会
きかい

の充実
じゅうじつ

 

「日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

への支援
しえん

を行
おこな

うとともに、日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

のスキルアップ
す き る あ っ ぷ

講座
こうざ

を開催
かいさい

しま

した。また、市内
しない

の高校
こうこう

に通
かよ

う高校生
こうこうせい

と協 力
きょうりょく

し、

小中学校
しょうちゅうがっこう

の長期
ちょうき

休暇
きゅうか

に子
こ

どもの学習
がくしゅう

支援
しえん

を行
おこな

いました。」との記載
きさい

がありますが、具体的
ぐたいてき

にどのよう

な内容
ないよう

を何回
なんかい

実施
じっし

され、どのような効果
こうか

があったの

かを定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

していただきたい。 

直近
ちょっきん

の令和
れいわ

５年度
ねんど

においては、安城市
あんじょうし

国際
こくさい

交流
こうりゅう

協会
きょうかい

が補助
ほじょ

事業
じぎょう

として、日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

のステップアップ
す て っ ぷ あ っ ぷ

講座
こうざ

を１回
かい

行
おこな

いました。 

また、小中学校
しょうちゅうがっこう

の夏休
なつやす

みと冬休
ふゆやす

みの時期
じ き

に、安城
あんじょう

東
ひがし

高校
こうこう

と協 力
きょうりょく

して子
こ

どもの

宿題
しゅくだい

教室
きょうしつ

を２日
か

ずつ開
ひら

きました。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に実施
じっし

した、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」で

は、日本語
に ほ ん ご

の勉強
べんきょう

意向
いこう

について「日本語
に ほ ん ご

を勉強
べんきょう

したいけれど、勉強
べんきょう

することがで

きない」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が１２．３％と前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から１０．７ポイント
ぽ い ん と

減少
げんしょう

しまし

た。 

 Ｄ 

２７ 

Ｐ．１１ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（１）施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

【 基本
きほん

方針
ほうしん

３ 】 日本人
にほんじん

市民
しみん

と

外国人
がいこくじん

市民
しみん

のコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

「外国人
がいこくじん

親子
おやこ

と日本人
にほんじん

親子
おやこ

の気軽
きがる

な交流
こうりゅう

の場
ば

とし

て多文化
た ぶ ん か

子育
こそだ

てサロン
さ ろ ん

を開催
かいさい

するとともに、

町内会
ちょうないかい

・自治会
じ ち か い

へ翻訳
ほんやく

ツール
つ ー る

の貸出
かしだ

しを行
おこな

いまし

た。また、「やさしい日本語
に ほ ん ご

」を使用
しよう

し、外国人
がいこくじん

市民
しみん

も理解
りかい

しやすく、気軽
きがる

に他
ほか

の受講者
じゅこうしゃ

と交流
こうりゅう

できるよ

うな講座
こうざ

を実施
じっし

しました。」との記載
きさい

がありますが、

具体的
ぐたいてき

にどのような内容
ないよう

を何回
なんかい

実施
じっし

され、どのよう

な効果
こうか

があったのかを定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

していただき

たい。 

直近
ちょっきん

の令和
れいわ

５年度
ねんど

においては、多文化
た ぶ ん か

子育
こそだ

てサロン
さ ろ ん

を４回
かい

実施
じっし

し、延
の

べ５２名
めい

の参加
さんか

者
しゃ

がありました。内容
ないよう

については、市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

にも掲載
けいさい

していますのでご覧
らん

ください。 

（https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/kokusai/tabunkakosodatesalon.html） 

実施
じっし

後
ご

のアンケート
あ ん け ー と

では、８７．５％の参加
さんか

者
しゃ

が「良
よ

かった」と回答
かいとう

しています。 

翻訳
ほんやく

ツール
つ ー る

については、町内会
ちょうないかい

・自治会
じ ち か い

へ貸出
かしだし

制度
せいど

の周知
しゅうち

を行
おこな

いましたが、令和
れいわ

５年度
ねんど

の貸出
かしだし

実績
じっせき

はありませんでした。 

 Ｄ 

２８ 

Ｐ．１１ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（１）施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

「転入
てんにゅう

時
じ

に市民
しみん

課
か

で多言語
た げ ん ご

の生活
せいかつ

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

な

どを配布
はいふ

しました。また、外国人
がいこくじん

市民
しみん

向
む

けに行政
ぎょうせい

情報
じょうほう

やイベント
い べ ん と

情報
じょうほう

をまとめた情報
じょうほう

誌
し

を配布
はいふ

す

るとともに、ＳＮＳ(facebook、Instagram)での

情報
じょうほう

発信
はっしん

も行
おこな

いました。」との記載
きさい

がありますが、

生活
せいかつ

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

は 転入
てんにゅう

した外国人
がいこくじん

市民
しみん

に対
たい

して配布
はいふ

しています。生活
せいかつ

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

の内容
ないよう

については、市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

にも掲載
けいさい

していますのでご覧
らん

ください。 

（https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/kokusai/seikatsu-guidebook.html） 

外国人
がいこくじん

市民
しみん

向
む

けの情報
じょうほう

誌
し

について、直近
ちょっきん

の令和
れいわ

５年度
ねんど

は４回
かい

発行
はっこう

しました。内容
ないよう

 Ｄ 



【基本
きほん

方針
ほうしん

４】多
おお

くの外国人
がいこくじん

市民
しみん

に伝
つた

わる情報
じょうほう

伝達
でんたつ

 

具体的
ぐたいてき

にどのような内容
ないよう

を何回
なんかい

実施
じっし

され、どのよう

な効果
こうか

があったのかを定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

していただき

たい。 

については、市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

にも掲載
けいさい

していますのでご覧
らん

ください。 

（https://www.city.anjo.aichi.jp/tabunka/anjoinfo.html） 

ＳＮＳについて、直近
ちょっきん

の令和
れいわ

５年度
ねんど

は facebook と Instagram それぞれで６８の

記事
き じ

を掲載
けいさい

しました。内容
ないよう

については、各種
かくしゅ

ＳＮＳをご覧
らん

ください。 

（https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/joho.html#SNS） 

なお、ＳＮＳのフォロワー
ふ ぉ ろ わ ー

について、令和
れいわ

５年度
ねんど

は facebookが８４人
にん

、Instagram

が１２９人
にん

増加
ぞうか

しました。 

２９ 

Ｐ．１１ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（１）施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

【基本
きほん

方針
ほうしん

５】外国人
がいこくじん

市民
しみん

の暮
く

ら

しの不安
ふあん

軽減
けいげん

 

「市民
しみん

課
か

に、ポルトガル
ぽ る と が る

語
ご

、中国
ちゅうごく

語
ご

、フィリピン
ふ ぃ り ぴ ん

語
ご

、

ベトナム
べ と な む

語
ご

の通訳
つうやく

職員
しょくいん

を配置
はいち

するとともに、電話
でんわ

通訳
つうやく

システム
し す て む

テレビ
て れ び

と電話
でんわ

通訳
つうやく

システム
し す て む

を導入
どうにゅう

し、

多言語
た げ ん ご

での生活
せいかつ

相談
そうだん

に対応
たいおう

しました。子
こ

ども・子
こ

育
そだ

てへの支援
しえん

として、日本語
に ほ ん ご

適応
てきおう

指導
しどう

教室
きょうしつ

、日本語
に ほ ん ご

初期
しょき

指導
しどう

教室
きょうしつ

を行
おこな

い、また、市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

による

子
こ

どもの放課後
ほ う か ご

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

、プレスクール
ぷ れ す く ー る

の運営
うんえい

を

支援
しえん

しました。防災
ぼうさい

面
めん

では、多言語
た げ ん ご

化
か

された防災
ぼうさい

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

、地震
じしん

ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

を配布
はいふ

しました。」

との記載
きさい

がありますが、具体的
ぐたいてき

にどのような内容
ないよう

を

何回
なんかい

実施
じっし

され、とのような効果
こうか

があったのかを

定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

していただきたい。 

直近
ちょっきん

の令和
れいわ

５年度
ねんど

においては、市民
しみん

課
か

通訳
つうやく

職員
しょくいん

の相談
そうだん

対応
たいおう

件数
けんすう

が１，７９８件
けん

、

電話
でんわ

通訳
つうやく

での相談
そうだん

件数
けんすう

が７１７件
けん

、テレビ
て れ び

電話
でんわ

通訳
つうやく

での相談
そうだん

件数
けんすう

が２５３件
けん

でし

た。 

多言語
た げ ん ご

化
か

された防災
ぼうさい

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

と地震
じしん

ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

については、市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

にも掲載
けいさい

していますのでご覧
らん

ください。 

（ https://www.city.anjo.aichi.jp/kurasu/bosaibohan/yakudachi/gaikokugo.ht

ml） 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に実施
じっし

した、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」で

は、日本
にほん

で困
こま

っていること・相談
そうだん

したいことについて、「市役所
しやくしょ

などの手続
てつづ

き」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が１５．６％と前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から６．２ポイント
ぽ い ん と

、「地震
じしん

や大雨
おおあめ

などの災害
さいがい

」と

回答
かいとう

した割合
わりあい

が１２．９％と前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から１４．６ポイント
ぽ い ん と

、「子
こ

どもを育
そだ

てること、

預
あず

けること」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が１０．６％と前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から３．１ポイント
ぽ い ん と

、それぞれ

減少
げんしょう

しました。 

 Ｄ 

３０ 

Ｐ．１１ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（１）施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

【基本
きほん

方針
ほうしん

５】外国人
がいこくじん

市民
しみん

の暮
く

ら

しの不安
ふあん

軽減
けいげん

 

防災
ぼうさい

ガイドブック
が い ど ぶ っ く

、ハザードマップ
は ざ ー ど ま っ ぷ

が多言語
た げ ん ご

化
か

されて

いるそうですが、多言語
た げ ん ご

化
か

されているそうなので、こ

れは非常
ひじょう

に良
よ

いことをされたと感
かん

じました。 

ご意見
いけん

ありがとうございます。第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、成果
せいか

指標
しひょう

として「災害
さいがい

への

準備
じゅんび

ができている外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

」を設定
せってい

しており、目標
もくひょう

達成
たっせい

に向
む

け、引
ひ

き続
つづ

き外国人
がいこくじん

市民
しみん

への防災
ぼうさい

に関
かん

する知識
ちしき

の周知
しゅうち

などに取
と

り組
く

んでまいります。 

 Ｄ 

３１ 

Ｐ．１２ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（１）施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

「外国人
がいこくじん

市民
しみん

も参加
さんか

している懇話会
こんわかい

で定期的
ていきてき

な意見
いけん

交換
こうかん

を行
おこな

うとともに、ロールモデル
ろ ー る も で る

となる外国人
がいこくじん

市民
しみん

を広報
こうほう

などで紹介
しょうかい

しました。併
あわ

せて、地域
ちいき

活動
かつどう

への参加
さんか

支援
しえん

として、多言語
た げ ん ご

での町内会
ちょうないかい

・自治会
じ ち か い

の

懇話会
こんわかい

については、令和
れいわ

元年度
ねんど

から令和
れいわ

４年度
ねんど

まで、年
ねん

２回
かい

開催
かいさい

しました。開催
かいさい

内容
ないよう

については、市
し

の公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

にも掲載
けいさい

していますのでご覧
らん

ください。 

（https://www.city.anjo.aichi.jp/shisei/kokusai/tabunkakyosei-konwakai.html） 

懇話会
こんわかい

にていただいた意見
いけん

を基
もと

に、それまで facebook だけだったＳＮＳでの情報
じょうほう

発信
はっしん

に、Instagramを追加
ついか

しました。 

 Ｄ 



【基本
きほん

方針
ほうしん

６】外国人
がいこくじん

市民
しみん

が地域
ちいき

で活躍
かつやく

できる環境
かんきょう

づくり 

説明
せつめい

資料
しりょう

を配布
はいふ

しました。なお、外国人
がいこくじん

市民
しみん

の活躍
かつやく

や見守
みまも

りを促進
そくしん

するための多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

サポーター
さ ぽ ー た ー

制度
せいど

は実施
じっし

に至
いた

りませんでした。」との記載
きさい

がありま

すが、具体的
ぐたいてき

にどのような内容
ないよう

を何回
なんかい

実施
じっし

され、どの

ような効果
こうか

があったのかを定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

していた

だきたい。 

Instagramでの情報
じょうほう

発信
はっしん

実績
じっせき

については、Ｎｏ．２８をご覧
らん

ください。 

町内会
ちょうないかい

・自治会
じ ち か い

の説明
せつめい

資料
しりょう

については、毎年
まいとし

１回
かい

、町内会
ちょうないかい

等
とう

関連
かんれん

事務
じ む

資料
しりょう

として

多言語
た げ ん ご

での加入
かにゅう

案内
あんない

用
よう

の説明
せつめい

資料
しりょう

を配布
はいふ

しています。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に実施
じっし

した、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」で

は、町内会
ちょうないかい

・自治会
じ ち か い

への加入
かにゅう

状 況
じょうきょう

について、「入
はい

っている」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が

２９．８％と前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から３．２ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞうか

しました。 

３２ 

Ｐ．１２ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（１）施策
しさく

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

【基本
きほん

方針
ほうしん

７】多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に

貢献
こうけん

する人材
じんざい

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

 

「市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

と協働
きょうどう

して事業
じぎょう

を実施
じっし

するととも

に、情報
じょうほう

交換
こうかん

を行
おこな

いました。また、市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

活動
かつどう

を活性化
かっせいか

させるための場
ば

として、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

サロン
さ ろ ん

設置
せっち

に向
む

けた、試行的
しこうてき

な取組
とりくみ

を行
おこな

いま

した。」との記載
きさい

がありますが、具体的
ぐたいてき

にどのような

内容
ないよう

を何回
なんかい

実施
じっし

され、どのような効果
こうか

があったのか

を定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

していただきたい。 

市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

との意見
いけん

交換
こうかん

については、日
ひ

ごろ市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

と接
せっ

する中
なか

で行
おこな

って

きたため、具体的
ぐたいてき

な回数
かいすう

は把握
はあく

していません。市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

と協働
きょうどう

して行
おこな

った

事業
じぎょう

には、Ｎｏ．２７で挙
あ

げた多文化
た ぶ ん か

子育
こそだ

てサロン
さ ろ ん

があります。 

なお、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

活動
かつどう

に関
かか

わる市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

の数
かず

については、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の中
なか

で

５団体
だんたい

から９団体
だんたい

に増加
ぞうか

しました。 

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

サロン
さ ろ ん

設置
せっち

に向
む

けた試行的
しこうてき

な取組
とりくみ

については、これまで市内
しない

の公共
こうきょう

施設
しせつ

で行
おこな

われていた大人
おとな

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

及
およ

び多文化
た ぶ ん か

子育
こそだ

てサロン
さ ろ ん

を、市
し

さくら庁舎
ちょうしゃ

に

て試行的
しこうてき

に実施
じっし

しました。ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

の方
かた

たちからは、開催
かいさい

場所
ばしょ

の安定的
あんていてき

な確保
かくほ

に

対
たい

する感謝
かんしゃ

及
およ

び外国人
がいこくじん

市民
しみん

にとって利便性
りべんせい

が向上
こうじょう

しているとの声
こえ

をいただいてい

ます。 

なお、直近
ちょっきん

の令和
れいわ

５年度
ねんど

における大人
おとな

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

の利用者
りようしゃ

数
すう

は、延
の

べ２，１７５人
にん

で、多文化
た ぶ ん か

子育
こそだ

てサロン
さ ろ ん

の参加
さんか

者
しゃ

数
すう

は延
の

べ５２人
にん

でした。 

 Ｄ 

３３ 

Ｐ．１２ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

日本
にほん

市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

 

「成果
せいか

指標
しひょう

：日本
にほん

市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

 

評価
ひょうか

：Ｂ」との記載
きさい

がありますが、評価
ひょうか

Ｂとなった

原因
げんいん

を回答
かいとう

していただきたい。また、ＰＤＣＡ

サイクル
さ い く る

が回
まわ

ってないと思
おも

われますが、ＣＡはどのよ

うに実施
じっし

されたのでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

Ｂ評価
ひょうか

となった原因
げんいん

については、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

期間
きかん

における多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する啓発
けいはつ

が不十分
ふじゅうぶん

だったからであると考
かんが

えています。 

なお、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

管理
かんり

については、各
かく

課
か

において年度
ねんど

ごとに実績
じっせき

や課題
かだい

を

整理
せいり

するとともに、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

に報告
ほうこく

しています。目標
もくひょう

が未
み

達成
たっせい

の場合
ばあい

は、各
かく

課
か

において改善
かいぜん

を図
はか

っています。 

第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、各
かく

課
か

における実績
じっせき

や課題
かだい

の整理
せいり

とともに、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

の

策定
さくてい

審議会
しんぎかい

委員
いいん

を中心
ちゅうしん

に構成
こうせい

する多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

にて、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

で取
と

りまと

めた実績
じっせき

を報告
ほうこく

し、委員
いいん

から意見
いけん

などを聴取
ちょうしゅ

してまいります。 

 Ｄ 

３４ 

Ｐ．１２ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

「成果
せいか

指標
しひょう

：地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

に参加
さんか

したことのある

外国人
がいこくじん

市民
しみん

 評価
ひょうか

：Ｃ」との記載
きさい

がありますが、評価
ひょうか

Ｃとなった原因
げんいん

を回答
かいとう

していただきたい。また、ＰＤ

ＣＡサイクル
さ い く る

が回
まわ

ってないと思
おも

われますが、ＣＡはど

Ｃ評価
ひょうか

となった原因
げんいん

については、新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

による、

イベント
い べ ん と

の自粛
じしゅく

などが要因
よういん

となったと考
かんが

えます。 

なお、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

管理
かんり

については、各
かく

課
か

において年度
ねんど

ごとに実績
じっせき

や課題
かだい

を

整理
せいり

するとともに、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

に報告
ほうこく

しています。目標
もくひょう

が未
み

達成
たっせい

の場合
ばあい

は、各
かく

課
か

 Ｄ 



今後
こんご

の課題
かだい

 

地域
ちいき

の行事
ぎょうじ

等
とう

に参加
さんか

したことのあ

る外国人
がいこくじん

市民
しみん

 

のように実施
じっし

されたのでしょうか回答
かいとう

していただき

たい。 

において改善
かいぜん

を図
はか

っています。 

第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、各
かく

課
か

における実績
じっせき

や課題
かだい

の整理
せいり

とともに、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

の

策定
さくてい

審議会
しんぎかい

委員
いいん

を中心
ちゅうしん

に構成
こうせい

する多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

にて、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

で取
と

りまと

めた実績
じっせき

を報告
ほうこく

し、委員
いいん

から意見
いけん

などを聴取
ちょうしゅ

してまいります。 

３５ 

Ｐ．１２ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

安城市
あんじょうし

を住
す

みやすいと思
おも

う

外国人
がいこくじん

 

「成果
せいか

指標
しひょう

：安城市
あんじょうし

を住
す

みやすいと思
おも

う外国人
がいこくじん

 

評価
ひょうか

：Ｃ」との記載
きさい

があります、評価
ひょうか

Ｃとなった原因
げんいん

を回答
かいとう

していただきたい。また、ＰＤＣＡサイクル
さ い く る

が

回
まわ

ってないと思
おも

われますが、ＣＡはどのように実施
じっし

さ

れたのでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

Ｃ評価
ひょうか

となった原因
げんいん

については、外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の増加
ぞうか

や多
た

国籍
こくせき

化
か

に加
くわ

え、新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

などによる、困
こま

りごとの多様化
た よ う か

があると考
かんが

えていま

す。 

なお、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

管理
かんり

については、各
かく

課
か

において年度
ねんど

ごとに実績
じっせき

や課題
かだい

を

整理
せいり

するとともに、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

に報告
ほうこく

しています。目標
もくひょう

が未
み

達成
たっせい

の場合
ばあい

は、各
かく

課
か

において改善
かいぜん

を図
はか

っています。 

第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、各
かく

課
か

における実績
じっせき

や課題
かだい

の整理
せいり

とともに、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

の

策定
さくてい

審議会
しんぎかい

委員
いいん

を中心
ちゅうしん

に構成
こうせい

する多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

にて、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

で取
と

りまと

めた実績
じっせき

を報告
ほうこく

し、委員
いいん

から意見
いけん

などを聴取
ちょうしゅ

してまいります。 

 Ｄ 

３６ 

Ｐ．１２ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

外国人
がいこくじん

生徒
せいと

の高校
こうこう

等
とう

への進学率
しんがくりつ

 

「成果
せいか

指標
しひょう

：外国人
がいこくじん

生徒
せいと

の高校
こうこう

等
とう

への進学率
しんがくりつ

 

評価
ひょうか

：Ｂ」との記載
きさい

がありますが、評価
ひょうか

Ｂとなった

原因
げんいん

を回答
かいとう

していただきたい。また、ＰＤＣＡ

サイクル
さ い く る

が回
まわ

ってないと思
おも

われますが、ＣＡはどのよ

うに実施
じっし

されたのでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

Ｂ評価
ひょうか

となった原因
げんいん

については、日本
にほん

の学校
がっこう

制度
せいど

に対
たい

する啓発
けいはつ

などが不十分
ふじゅうぶん

だった

からであると考
かんが

えています。 

なお、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

管理
かんり

については、各
かく

課
か

において年度
ねんど

ごとに実績
じっせき

や課題
かだい

を

整理
せいり

するとともに、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

に報告
ほうこく

しています。目標
もくひょう

が未
み

達成
たっせい

の場合
ばあい

は、各
かく

課
か

において改善
かいぜん

を図
はか

っています。 

第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、各
かく

課
か

における実績
じっせき

や課題
かだい

の整理
せいり

とともに、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

の

策定
さくてい

審議会
しんぎかい

委員
いいん

を中心
ちゅうしん

に構成
こうせい

する多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

にて、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

で取
と

りまと

めた実績
じっせき

を報告
ほうこく

し、委員
いいん

から意見
いけん

などを聴取
ちょうしゅ

してまいります。 

 Ｄ 

３７ 

Ｐ．１２ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する活動
かつどう

を 行
おこな

う市民
しみん

団体
だんたい

 

「成果
せいか

指標
しひょう

：多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する活動
かつどう

を行
おこな

う市民
しみん

団体
だんたい

 評価
ひょうか

：Ａ」との記載
きさい

がありますが、評価
ひょうか

Ａとな

った要因
よういん

を回答
かいとう

していただきたい。 

Ａ評価
ひょうか

となった原因
げんいん

については、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

心
しん

をもつ市民
しみん

の増加
ぞうか

が考
かんが

えられ

ます。 

 Ｄ 

３８ 
Ｐ．１３ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

「基準値
きじゅんち

から１１．５ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞうか

しましたが、目標
もくひょう

値
ち

を上回
うわまわ

ることはできませんでした。今後
こんご

、さらなる

Ｎｏ．３３のとおりです。  Ｄ 



る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

①日本
にほん

市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

 

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の意識
いしき

啓発
けいはつ

や交流
こうりゅう

機会
きかい

の創出
そうしゅつ

が必要
ひつよう

です。」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

値
ち

を上回
うわまわ

ること

ができなかった原因
げんいん

を回答
かいとう

していただきたい。また、

ＰＤＣＡサイクル
さ い く る

が回
まわ

ってないと思
おも

われますが、ＣＡ

はどのように実施
じっし

されたのでしょうか回答
かいとう

していた

だきたい。 

３９ 

Ｐ．１３ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

②地域
ちいき

行事
ぎょうじ

等
とう

に参加
さんか

したことのあ

る外国人
がいこくじん

市民
しみん

 

「目標
もくひょう

値
ち

を下回
したまわ

るとともに、基準値
きじゅんち

から３．５

ポイント
ぽ い ん と

減少
げんしょう

しました。外国人
がいこくじん

市民
しみん

への効果
こうか

的
てき

な

情報
じょうほう

発信
はっしん

や、外国人
がいこくじん

市民
しみん

がイベント
い べ ん と

や町内会
ちょうないかい

など

の行事
ぎょうじ

に参加
さんか

できるような仕組
し く

みづくりが必要
ひつよう

で

す。」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

値
ち

を下回
したまわ

った原因
げんいん

を回答
かいとう

していただきたい。また、ＰＤＣＡサイクル
さ い く る

が

回
まわ

ってないと思
おも

われますが、ＣＡはどのように実施
じっし

さ

れたのでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

Ｎｏ．３４のとおりです。  Ｄ 

４０ 

Ｐ．１３ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

③安城市
あんじょうし

を住
す

みやすいと思
おも

う

外国人
がいこくじん

市民
しみん

 

「目標
もくひょう

値
ち

を下回
したまわ

るとともに、基準値
きじゅんち

から０．１

ポイント
ぽ い ん と

減少
げんしょう

しました。困
こま

りごとを相談
そうだん

しやすい

環境
かんきょう

や、子
こ

どもを育
そだ

てやすい環境
かんきょう

の整備
せいび

が必要
ひつよう

で

す。」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

値
ち

を下回
したまわ

った原因
げんいん

を回答
かいとう

していただきたい。また、ＰＤＣＡサイクル
さ い く る

が

回
まわ

ってないと思
おも

われますが、ＣＡはどのように実施
じっし

さ

れたのでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

Ｎｏ．３５のとおりです。  Ｄ 

４１ 

Ｐ．１３ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

④外国人
がいこくじん

生徒
せいと

の高校
こうこう

等
とう

への進学
しんがく

 

「基準値
きじゅんち

から６．４ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞうか

しましたが、目標
もくひょう

値
ち

を上回
うわまわ

ることはできませんでした。学校
がっこう

での支援
しえん

に加
くわ

え、放課後
ほ う か ご

学習
がくしゅう

支援
しえん

の充実
じゅうじつ

や日本
にほん

の教育
きょういく

制度
せいど

に対
たい

する保護者
ほ ご し ゃ

の理解
りかい

促進
そくしん

、子
こ

どもへのキャリア
き ゃ り あ

教育
きょういく

などの取組
とりくみ

が必要
ひつよう

です。」との記載
きさい

があります

が、目標
もくひょう

値
ち

を下回
したまわ

った原因
げんいん

を回答
かいとう

していただきた

い。また、ＰＤＣＡサイクル
さ い く る

が回
まわ

ってないと思
おも

われま

すが、ＣＡはどのように実施
じっし

されたのでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

Ｎｏ．３６のとおりです。  Ｄ 



４２ 

Ｐ．１３ 

Ⅱ 安城市
あんじょうし

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

す

る現状
げんじょう

 

３ 第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

 

（２）成果
せいか

指標
しひょう

の達成
たっせい

状 況
じょうきょう

と

今後
こんご

の課題
かだい

 

⑤多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かか

わる活動
かつどう

を

行
おこな

う市民
しみん

団体
だんたい

 

「目標
もくひょう

値
ち

を上回
うわまわ

ることができました。今後
こんご

は、

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かか

わる活動
かつどう

を 行
おこな

う市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

（多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

団体
だんたい

）への支援
しえん

や行政
ぎょうせい

と団体
だんたい

の

協働
きょうどう

などに積極的
せっきょくてき

に取
と

り組
く

み、安城市
あんじょうし

全体
ぜんたい

で

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

を推進
すいしん

する仕組
し く

みづくりが必要
ひつよう

です。」

との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

値
ち

を上回
うわまわ

った要因
よういん

を

回答
かいとう

していただきたい。 

Ｎｏ．３７のとおりです。  Ｄ 

４３ 

Ｐ．１４ 

Ⅲ 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

１ 理念
りねん

 

「第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

の「だれもが安心
あんしん

して暮
く

らせる多文化
た ぶ ん か

のまち安城
あんじょう

」を継承
けいしょう

するとともに、日本人
にほんじん

市民
しみん

と

外国人
がいこくじん

市民
しみん

、行政
ぎょうせい

と市民
しみん

など、全
すべ

ての人
ひと

が協 力
きょうりょく

し

て多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

社会
しゃかい

の実現
じつげん

を目指
め ざ

すという意味
い み

を込
こ

めて、「ともにつくろう」を付
つ

け加
くわ

えました。ともにつ

くろうだれもが安心
あんしん

して暮
く

らせる多文化
た ぶ ん か

のまち

安城
あんじょう

」との記載
きさい

がありますが、外国人
がいこくじん

市民
しみん

が果
は

たす

役割
やくわり

である「日本
にほん

で暮
く

らす上
うえ

で必要
ひつよう

なルール
る ー る

や制度
せいど

を十分
じゅうぶん

認識
にんしき

し、地域
ちいき

住民
じゅうみん

としての義務
ぎ む

や責任
せきにん

を果
は

たしながら、積極的
せっきょくてき

に地域
ちいき

活動
かつどう

へ参加
さんか

していくこと

が求
もと

められます。また、自
みずか

らのアイデンティティ
あ い で ん て ぃ て ぃ

は

守
まも

りつつも、日本
にほん

での生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

の

習得
しゅうとく

などに努
つと

め、自立
じりつ

して生活
せいかつ

していくことが求
もと

め

られます。」を担保
たんぽ

するための施策
しさく

が手薄
てうす

のように思
おも

われますが、成果
せいか

指標
しひょう

の設定
せってい

を含
ふく

め、見解
けんかい

を回答
かいとう

し

ていただきたい。 

Ｐ．３０に記載
きさい

した外国人
がいこくじん

市民
しみん

の役割
やくわり

を果
は

たしてもらえるよう、市
し

の取組
とりくみ

として、

施策
しさく

２－２「安全
あんぜん

・安心
あんしん

な暮
く

らしに関
かん

する制度
せいど

・情報
じょうほう

の理解
りかい

促進
そくしん

」、施策
しさく

３－２

「日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の推進
すいしん

」に各種
かくしゅ

取組
とりくみ

を記載
きさい

しています。 

また、成果
せいか

指標
しひょう

についても「まちのイベント
い べ ん と

に参加
さんか

したことのある外国人
がいこくじん

市民
しみん

の

割合
わりあい

」、「災害
さいがい

への準備
じゅんび

ができている外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

」を設定
せってい

し、施策
しさく

の効果
こうか

を把握
はあく

できるよう努
つと

めています。 

 Ｄ 

４４ 

Ｐ．１４ 

Ⅲ 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

２ 施策
しさく

の方針
ほうしん

 

（１）多様
たよう

な主体
しゅたい

による地域
ちいき

づく

り 

「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の意識
いしき

啓発
けいはつ

、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

分野
ぶんや

で活躍
かつやく

する市民
しみん

や市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

の発掘
はっくつ

・育成
いくせい

、市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

と行政
ぎょうせい

の協働
きょうどう

により、行政
ぎょうせい

と市民
しみん

、市民
しみん

同士
どうし

など、安城市
あんじょうし

全体
ぜんたい

で多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

を推進
すいしん

します。」と

の記載
きさい

がありますが、外国人
がいこくじん

市民
しみん

主体
しゅたい

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の意識
いしき

啓発
けいはつ

、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

分野
ぶんや

で活躍
かつやく

する市民
しみん

や市民
しみん

活動
かつどう

団体
だんたい

は安城
あんじょう

市内
しない

に具体的
ぐたいてき

にどのような団体
だんたい

が

現在
げんざい

市
し

で把握
はあく

しているところでは、大人
おとな

日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

が３団体
だんたい

、子
こ

どもの放課後
ほ う か ご

学習
がくしゅう

支援
しえん

教室
きょうしつ

が３団体
だんたい

、外国人
がいこくじん

市民
しみん

の生活
せいかつ

支援
しえん

や日本人
にほんじん

市民
しみん

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

の交流
こうりゅう

活動
かつどう

を行
おこな

う団体
だんたい

が３団体
だんたい

あります。 

 Ｄ 



いくつあるのかを定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

していただきたい。 

４５ 

Ｐ．１４ 

Ⅲ 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

２ 施策
しさく

の方針
ほうしん

 

（２）ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた暮
く

ら

しの支援
しえん

 

「外国人
がいこくじん

人口
じんこう

の増加
ぞうか

や国籍
こくせき

の多様化
た よ う か

などにより、

複雑化
ふくざつか

する外国人
がいこくじん

市民
しみん

からの相談
そうだん

に対
たい

し、さまざま

な部署
ぶしょ

・機関
きかん

が連携
れんけい

し、切
き

れ目
め

のない支援
しえん

を行
おこな

いま

す。また、子育
こそだ

てや教育
きょういく

、防災
ぼうさい

などに関
かん

する適切
てきせつ

な

支援
しえん

を 行
おこな

い、安全
あんぜん

•安心
あんしん

に暮
く

らすことができる

環境
かんきょう

を整
ととの

えます。」との記載
きさい

がありますが、「複雑化
ふくざつか

する外国人
がいこくじん

市民
しみん

からの相談
そうだん

」に応
おう

じるだけでなく、

安城
あんじょう

市内
しない

に居住
きょじゅう

する外国籍
がいこくせき

の人
ひと

が共生
きょうせい

するため

には、日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

や日本
にほん

の生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

やルール
る ー る

や

マナー
ま な ー

を習得
しゅうとく

することが肝要
かんよう

であると思
おも

います。

現状
げんじょう

で十分
じゅうぶん

であるとの認識
にんしき

でしょうか、十分
じゅうぶん

で

ないとすれば、不十分
ふじゅうぶん

な程度
ていど

を定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

して

いただきたい。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に実施
じっし

した、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（日本人
にほんじん

市民
しみん

）」では、

「外国人
がいこくじん

市民
しみん

にも努力
どりょく

して欲
ほ

しいこと」について、「地域
ちいき

の生活
せいかつ

ルール
る ー る

を守
まも

ること」

と回答
かいとう

した割合
わりあい

が７５％と前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から２．９ポイント
ぽ い ん と

、「日本
にほん

の文化
ぶんか

や習慣
しゅうかん

等
とう

を

理解
りかい

すること」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が６０．６％と前回
ぜんかい

調査
ちょうさ

から２．６ポイント
ぽ い ん と

、それぞ

れ減少
げんしょう

していますが、現状
げんじょう

で十分
じゅうぶん

であるとは認識
にんしき

していません。 

 Ｄ 

４６ 

Ｐ．１４ 

Ⅲ 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

２ 施策
しさく

の方針
ほうしん

 

（２）ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた暮
く

ら

しの支援
しえん

 

本案
ほんあん

において、外国人
がいこくじん

市民
しみん

のライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じ

たプラン
ぷ ら ん

を考
かんが

えることに大賛成
だいさんせい

です。 

愛知
あいち

県
けん

の「あいち多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

プラン
ぷ ら ん

２０２２」

においても、施策
しさく

目標
もくひょう

のⅠに「ライフ
ら い ふ

サイクル
さ い く る

に応
おう

じた継続
けいぞく

的
てき

な支援
しえん

」を掲
かか

げています。 

外国人
がいこくじん

市民
しみん

を①乳幼児期
にゅうようじき

②子
こ

ども期
き

③青年期
せいねんき

④

成人期
せいじんき

⑤老年期
ろうねんき

⑥各
かく

年代
ねんだい

共通
きょうつう

の６つの期間
きかん

に分
わ

け

て、きめ細
こま

かく推進
すいしん

施策
しさく

を提言
ていげん

しています。 

安城市
あんじょうし

においても、愛知
あいち

県
けん

のこの視点
してん

を参考
さんこう

に各
かく

期間
きかん

において必要
ひつよう

とされる支援
しえん

を考
かんが

えていくこと

が重要
じゅうよう

です。 

特
とく

に、各
かく

期間
きかん

における社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せいど

の周知
しゅうち

徹底
てってい

に

重点
じゅうてん

をおくべきです。 

例
たと

えば、①乳幼児期
にゅうようじき

と②子
こ

ども期
き

における医療
いりょう

支援
しえん

、

②子
こ

ども期
き

における就学
しゅうがく

援助
えんじょ

、③青年期
せいねんき

と④成人期
せいじんき

における各
かく

種
しゅ

年金
ねんきん

制度
せいど

・介護
かいご

保険
ほけん

などの社会
しゃかい

保険
ほけん

ご意見
いけん

いただきましたとおり、関連
かんれん

計画
けいかく

である愛知
あいち

県
けん

の「第
だい

４次
じ

あいち多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

プラン
ぷ ら ん

」などを踏
ふ

まえながら、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

においても施策
しさく

の方針
ほうしん

の一
ひと

つとして

「ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた暮
く

らしの支援
しえん

」を定
さだ

めました。 

社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せいど

への理解
りかい

促進
そくしん

につきましては、取組
とりくみ

番号
ばんごう

２－２－１「外国人
がいこくじん

市民
しみん

に対
たい

する健康
けんこう

保険
ほけん

、年金
ねんきん

、介護
かいご

保険
ほけん

その他
た

の社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せいど

に関
かん

する制度
せいど

の周知
しゅうち

」として

位置
い ち

付
づ

けています。 

また、取組
とりくみ

番号
ばんごう

２－３－１「出産
しゅっさん

・子育
こそだ

て関係
かんけい

情報
じょうほう

の提供
ていきょう

」や取組
とりくみ

番号
ばんごう

２－３

－１２「日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

及
およ

び保護者
ほ ご し ゃ

に対
たい

する、キャリア
き ゃ り あ

形成
けいせい

や教育
きょういく

制度
せいど

理解
りかい

の促進
そくしん

」などにより、社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せいど

とともに、ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じて必要
ひつよう

な情報
じょうほう

・制度
せいど

の周知
しゅうち

にも取
と

り組
く

んでまいります。 

なお、市
し

職員
しょくいん

に対
たい

しましては、取組
とりくみ

番号
ばんごう

２－１－４「市役所
しやくしょ

における多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

意識
いしき

の向上
こうじょう

」や取組
とりくみ

番号
ばんごう

２－１－５「市役所
しやくしょ

における外国人
がいこくじん

支援
しえん

の専門性
せんもんせい

や質
しつ

を高
たか

める研修
けんしゅう

の実施
じっし

」などを行
おこな

い、外国人
がいこくじん

市民
しみん

に寄
よ

り添
そ

った対応
たいおう

ができるよう、努
つと

め

てまいります。 

ご指摘
してき

の件
けん

は、

左記
さ き

の市
し

の 考
かんが

え

方
かた

に基
もと

づき、計画
けいかく

の内容
ないよう

は従前
じゅうぜん

の

ままとさせていた

だきます。 

Ｃ 



制度
せいど

の周知
しゅうち

、また、生活
せいかつ

保護
ほ ご

などの生活
せいかつ

保障
ほしょう

制度
せいど

の

周知
しゅうち

徹底
てってい

が必要
ひつよう

です。 

更
さら

に、昨年
さくねん

、安城市
あんじょうし

は、外国人
がいこくじん

市民
しみん

の生活
せいかつ

保護
ほ ご

に対
たい

する支援
しえん

について重大
じゅうだい

な過
あやま

ちを犯
おか

していたので、

市
し

職員
しょくいん

に社会
しゃかい

保障
ほしょう

制度
せいど

についての研修
けんしゅう

を継続
けいぞく

し

ていくことも大切
たいせつ

です。 

４７ 

Ｐ．１５ 

Ⅲ 基本的
きほんてき

な考
かんが

え方
かた

 

２ 施策
しさく

の方針
ほうしん

 

（３）コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

「外国人
がいこくじん

市民
しみん

の生活
せいかつ

の基盤
きばん

となる日本語
に ほ ん ご

の学習
がくしゅう

機会
きかい

を充実
じゅうじつ

させるとともに、必要
ひつよう

な情報
じょうほう

を得
え

られ

るよう、効果
こうか

的
てき

な情報
じょうほう

提供
ていきょう

•発信
はっしん

などに取
と

り組
く

み

ます。また、「やさしい日本語
に ほ ん ご

」の普及
ふきゅう

などにより、

国籍
こくせき

や言葉
ことば

の壁
かべ

を超
こ

えた市民
しみん

同士
どうし

のコミュニケーシ
こ み ゅ に け ー し

ョン
ょ ん

を促進
そくしん

します。」との記載
きさい

がありますが、国籍
こくせき

や

言葉
ことば

の壁
かべ

を超
こ

えた市民
しみん

同士
どうし

が言葉
ことば

の壁
かべ

を超
こ

えて

具体的
ぐたいてき

にどのようにしてコミュニケーシ
こ み ゅ に け ー し

ョン
ょ ん

を図
はか

る

のでしょうか回答
かいとう

していただきたい。 

記載
きさい

のとおり、広
ひろ

く日本人
にほんじん

市民
しみん

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

がコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を図
はか

るために、「や

さしい日本語
に ほ ん ご

」の普及
ふきゅう

に努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

４８ 

Ｐ．１６ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

１ 多様
たよう

な主体
しゅたい

による地域
ちいき

づくり 

現状
げんじょう

と課題
かだい

 

「ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

や、日本人
にほんじん

に自分
じぶん

の国
くに

を紹介
しょうかい

したい

などと考
かんが

えている外国人
がいこくじん

市民
しみん

もいる中
なか

で、外国人
がいこくじん

市民
しみん

が、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かか

わる活動
かつどう

の担
にな

い手
て

として

活躍
かつやく

する機会
きかい

が求
もと

められています。」との記載
きさい

があり

ますが、「外国人
がいこくじん

市民
しみん

が、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かか

わる活動
かつどう

の担
にな

い手
て

として活躍
かつやく

する機会
きかい

」とは具体的
ぐたいてき

にとのよう

な機会
きかい

で、どのような実績
じっせき

があるのでしょうか

定量的
ていりょうてき

に回答
かいとう

していただきたい。 

ご指摘
してき

の箇所
かしょ

は、現状
げんじょう

と課題
かだい

を踏
ふ

まえ、今後
こんご

必要
ひつよう

とされる取組
とりくみ

として記載
きさい

していま

す。そのため、定量的
ていりょうてき

な実績
じっせき

は把握
はあく

しておりませんが、想定
そうてい

される機会
きかい

としては、

外国人
がいこくじん

市民
しみん

が自
みずか

らの経験
けいけん

を周
まわ

りに話
はな

す機会
きかい

や、外国人
がいこくじん

市民
しみん

自身
じしん

が先輩
せんぱい

保護者
ほ ご し ゃ

とし

て、子育
こそだ

てに関
かん

する悩
なや

みを聞
き

く機会
きかい

などが考
かんが

えられます。 

第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、施策
しさく

１－３「外国人
がいこくじん

市民
しみん

の活躍
かつやく

推進
すいしん

」に記載
きさい

の取組
とりくみ

を実施
じっし

するとともに、実績
じっせき

の定量的
ていりょうてき

な把握
はあく

にも努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

４９ 

Ｐ．１８ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

１ 多様
たよう

な主体
しゅたい

による地域
ちいき

づくり 

目標
もくひょう

（目指
め ざ

す姿
すがた

） 

成果
せいか

指標
しひょう

：多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

団体
だんたい

で活動
かつどう

する人
ひと

 

「成果
せいか

指標
しひょう

 指標
しひょう

：多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

団体
だんたい

で活動
かつどう

す

る人
ひと

 目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）２４０人
にん

」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

値
ち

の根拠
こんきょ

を回答
かいとう

していただきた

い。また、この目標
もくひょう

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な想定
そうてい

予算額
よさんがく

を回答
かいとう

していただきたい。 

本
ほん

成果
せいか

目標
もくひょう

は第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

から取
と

り入
い

れた目標
もくひょう

となりますが、これまで多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

団体
だんたい

で活動
かつどう

する人
ひと

の人数
にんずう

は把握
はあく

していませんでした。今回
こんかい

のプラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

にあたって現状
げんじょう

値
ち

を調査
ちょうさ

したところ、１６０人
にん

であり、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

では５０％の

増加
ぞうか

を目指
め ざ

したため、２４０人
にん

としました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円
まんえん

余
よ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

 Ｄ 



の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

５０ 

Ｐ．１８ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

１ 多様
たよう

な主体
しゅたい

による地域
ちいき

づくり 

目標
もくひょう

（目指
め ざ

す姿
すがた

） 

成果
せいか

指標
しひょう

：日本人
にほんじん

市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

 

「成果
せいか

目標
もくひょう

指標
しひょう

：日本人
にほんじん

市民
しみん

の多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の理解
りかい

度
ど

 目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）６０．０％」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

の根拠
こんきょ

を回答
かいとう

していただきた

い。また、この目標
もくひょう

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な想定
そうてい

予算額
よさんがく

を回答
かいとう

していただきだい。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に行
おこな

った「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（日本人
にほんじん

市民
しみん

）」では、

４５．１％と第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

時
じ

から１１．５ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞうか

しました。第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

よりも大
おお

きい伸
の

びを目指
め ざ

すという考
かんが

えの元
もと

、６０％と設定
せってい

しました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円余
まんえんよ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

５１ 

Ｐ．１８ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

１ 多様
たよう

な主体
しゅたい

による地域
ちいき

づくり 

目標
もくひょう

（目指
め ざ

す姿
すがた

） 

成果
せいか

指標
しひょう

：まちのイベント
い べ ん と

に参加
さんか

したことのある外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

 

「成果
せいか

目標
もくひょう

 指標
しひょう

：まちのイベント
い べ ん と

に参加
さんか

したこと

のある外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

 目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）

６０．０％」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

の根拠
こんきょ

を

回答
かいとう

していただきたい。また、この目標
もくひょう

を達成
たっせい

する

ために必要
ひつよう

な想定
そうてい

予算額
よさんがく

を回答
かいとう

していただきたい。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に行
おこな

った「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」では、

５１．７％と第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

時
じ

から３．５ポイント
ぽ い ん と

減少
げんしょう

しました。新型
しんがた

コロナウイルス
こ ろ な う い る す

感染症
かんせんしょう

の影響
えいきょう

による、イベント
い べ ん と

の自粛
じしゅく

などが要因
よういん

となったと考
かんが

え、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においても、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

と同
おな

じ６０％に設定
せってい

しました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円余
まんえんよ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

５２ 

Ｐ．２２ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

２ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた暮
く

ら

しの支援
しえん

 

成果
せいか

指標
しひょう

：日常
にちじょう

生活
せいかつ

で困
こま

ってい

る外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

 

「成果
せいか

指標
しひょう

 指標
しひょう

：日常
にちじょう

生活
せいかつ

で困
こま

っている外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

 目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）６５．０％」

との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

の根拠
こんきょ

を回答
かいとう

していた

だきたい。 

また、この目標
もくひょう

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な想定
そうてい

予算額
よさんがく

を回答
かいとう

していただきたい。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に行
おこな

った「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」では、

７５．１％と第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

時
じ

から５．５ポイント
ぽ い ん と

減少
げんしょう

しました。第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

より大
おお

きい減少
げんしょう

率
りつ

を目指
め ざ

すという考
かんが

えの元
もと

、６５％と

設定
せってい

しました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円余
まんえんよ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

５３ 

Ｐ．２２ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

２ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた暮
く

ら

しの支援
しえん

 

成果
せいか

指標
しひょう

：災害
さいがい

への準備
じゅんび

ができて

いる外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

 

「成果
せいか

指標
しひょう

 指標
しひょう

：災害
さいがい

への準備
じゅんび

ができている

外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）５０．

０％」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

の根拠
こんきょ

を回答
かいとう

し

ていただきたい。 

また、この目標
もくひょう

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な想定
そうてい

予算額
よさんがく

を回答
かいとう

していただきたい。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に行
おこな

った「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」では、

３２．８％と第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

時
じ

から１０．７ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞうか

しました。第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

よりも大
おお

きい伸
の

び及
およ

び外国人
がいこくじん

の２人
り

に１人
り

は災害
さいがい

への

準備
じゅんび

ができていることを目指
め ざ

すという考
かんが

えの元
もと

、５０％と設定
せってい

しました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

 Ｄ 



め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円余
まんえんよ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

５４ 

Ｐ．２２ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

２ ライフステージ
ら い ふ す て ー じ

に応
おう

じた暮
く

ら

しの支援
しえん

 

成果
せいか

指標
しひょう

：日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な

生徒
せいと

の高校
こうこう

などへの進学率
しんがくりつ

 

「成果
せいか

指標
しひょう

 指標
しひょう

：日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な生徒
せいと

の高校
こうこう

などへの進学率
しんがくりつ

 目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）９１．

０％」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

の根拠
こんきょ

を回答
かいとう

し

ていただきたい。 

また、この目標
もくひょう

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な想定
そうてい

予算額
よさんがく

を回答
かいとう

していただきたい。 

第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、８８．９％と目標
もくひょう

値
ち

の９１．０％を達成
たっせい

できませんでし

た。 

生徒
せいと

の中
なか

には、帰国
きこく

などの家庭
かてい

事情
じじょう

によりすべての生徒
せいと

が高校
こうこう

などへ進学
しんがく

するとは

限
かぎ

らないため、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

に引
ひ

き続
つづ

き９１．０％を目標
もくひょう

値
ち

としました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円余
まんえんよ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

５５ 

Ｐ．２７ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

３ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

「やさしい日本語
に ほ ん ご

」の普及
ふきゅう

が必要
ひつよう

です。とあります

が、次
つぎ

のような事例
じれい

を目
め

にしたので参考
さんこう

にしていただ

ければと思
おも

います。 

我
わ

が家
や

の近
ちか

くに外国人
がいこくじん

をよく見
み

かける集合
しゅうごう

住宅
じゅうたく

でのゴミ
ご み

集 積 場
しゅうせきじょう

に注意
ちゅうい

を呼
よ

びかける貼
は

り紙
がみ

がして

あったので見
み

ると日本人
にほんじん

向
む

けとしか思
おも

えない表記
ひょうき

で

した。普段
ふだん

からそのアパート
あ ぱ ー と

は外国人
がいこくじん

しか見
み

かけない

のに。ゴミ
ご み

の出
だ

し方
かた

については地域
ちいき

住民
じゅうみん

との軋轢
あつれき

を

生
う

みやすい問題
もんだい

です。是非
ぜ ひ

とも「やさしい日本語
に ほ ん ご

」の

普及
ふきゅう

を行政
ぎょうせい

からもっと強 力
きょうりょく

に働
はたら

きかけていた

だきたい。せめて、ルビ
る び

をつける事
こと

を標準化
ひょうじゅんか

しては

どうでしょうか。 

ご指摘
してき

のとおり、「やさしい日本語
に ほ ん ご

」の活用
かつよう

などにより、日常
にちじょう

生活
せいかつ

や地域
ちいき

における

日本人
にほんじん

市民
しみん

と外国人
がいこくじん

市民
しみん

の言葉
ことば

の壁
かべ

を超
こ

えた円滑
えんかつ

なコミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

を促進
そくしん

する

ことが必要
ひつよう

だと考
かんが

えています。 

そのため、第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、取組
とりくみ

番号
ばんごう

３－３－１「『やさしい日本語
に ほ ん ご

』の周知
しゅうち

」

及
およ

び３－３－２「『やさしい日本語
に ほ ん ご

』に関
かん

する講座
こうざ

の開催
かいさい

」を新
あら

たな取組
とりくみ

として記載
きさい

しました。 

ご指摘
してき

の件
けん

は、

左記
さ き

の市
し

の 考
かんが

え

方
かた

に基
もと

づき、計画
けいかく

の内容
ないよう

は従前
じゅうぜん

の

ままとさせていた

だきます。 

Ｃ 

５６ 

Ｐ．２８ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

３ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

目標
もくひょう

（目指
め ざ

す姿
すがた

） 

成果
せいか

指標
しひょう

：外国人
がいこくじん

向
む

けＳＮＳ「Ａｎ

ｊｏ－ｉｎｆｏ」の登録者数
とうろくしゃすう

 

「指標
しひょう

：外国人
がいこくじん

向
む

けＳＮＳ「Ａｎｊｏ－ｉｎｆｏ」の

登録者数
とうろくしゃすう

 目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）：facebook:１，

６００人
にん

 Instagram：７００人
にん

」との記載
きさい

がありま

すが、目標
もくひょう

値
ち

の根拠
こんきょ

を回答
かいとう

していただきたい。また、

この目標
もくひょう

値
ち

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な想定
そうてい

予算額
よさんがく

を

回答
かいとう

していただきたい。 

過去
か こ

の facebook登録者
とうろくしゃ

の推移
すいい

を基
もと

に、facebookの登録者数
とうろくしゃすう

を１，６００人
にん

と設定
せってい

しました。 

なお、Instagramにおいては、令和
れいわ

４年度
ねんど

から運用
うんよう

を開始
かいし

し積
つ

み上
あ

げデータ
で ー た

が少
すく

なか

ったため、facebookと同
どう

程度
ていど

の伸
の

び率
りつ

を適用
てきよう

し７００人
にん

と設定
せってい

しました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円余
まんえんよ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 



５７ 

Ｐ．２８ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

３ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

番号
ばんごう

３－１－１ ＳＮＳなど

を活用
かつよう

した情報
じょうほう

発信
はっしん

 

Ｐ．２９ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

３ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

取組
とりくみ

番号
ばんごう

３－３－３  身近
みぢか

な

コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

ツール
つ ー る

の周知
しゅうち

 

ＳＮＳを活用
かつよう

し云々
うんぬん

、人手
ひとで

不足
ぶそく

の折
お

り、また、多岐
た き

に

わたる業務
ぎょうむ

の折
お

り、ではありますが、こんな世
よ

の中
なか

で

あればこそ尚
なお

のことヴァーチャル
ヴ ぁ ー ち ゃ る

でなく人
ひと

対
たい

人
ひと

の

交流
こうりゅう

の場
ば

が大切
たいせつ

だと思
おも

うのですがいかがでしょう。 

ご指摘
してき

いただいた項目
こうもく

については、さまざまな情報
じょうほう

発信
はっしん

に関
かん

する施策
しさく

となります。 

交流
こうりゅう

に関
かん

する取組
とりくみ

については、Ｐ．１９の施策
しさく

１－２「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の意識
いしき

啓発
けいはつ

、

相互
そうご

理解
りかい

と交流
こうりゅう

の促進
そくしん

」において取
と

り組
く

んでまいります。 

ご指摘
してき

の件
けん

は、

左記
さ き

の市
し

の 考
かんが

え

方
かた

に基
もと

づき、計画
けいかく

の内容
ないよう

は従前
じゅうぜん

の

ままとさせていた

だきます。 

Ｃ 

５８ 

Ｐ．２８ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

３ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

目標
もくひょう

（目指
め ざ

す姿
すがた

） 

成果
せいか

指標
しひょう

：日本語
に ほ ん ご

で困
こま

ったことが

ある外国人
がいこくじん

市民
しみん

の割合
わりあい

 

「指標
しひょう

：日本語
に ほ ん ご

で困
こま

ったことがある外国人
がいこくじん

市民
しみん

の

割合
わりあい

 目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）：６５．０％」との記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

値
ち

設定
せってい

の根拠
こんきょ

を回答
かいとう

していた

だきたい。また、この目標
もくひょう

を達成
たっせい

するために必要
ひつよう

な

想定
そうてい

予算額
よさんがく

を回答
かいとう

していただきたい。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に行
おこな

った「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」では、

６９．６％と第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

時から４．２ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞうか

してしまいました。第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

においては、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

時の割合
わりあい

にまで戻
もど

すことを目指
め ざ

し、６５％とし

ました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円余
まんえんよ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

５９ 

Ｐ．２８ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

３ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

目標
もくひょう

（目指
め ざ

す姿
すがた

） 

成果
せいか

指標
しひょう

：日本人
にほんじん

市民
しみん

における「や

さしい日本語
に ほ ん ご

」の認知度
に ん ち ど

 

「指標
しひょう

：日本人
にほんじん

市民
しみん

における「やさしい日本語
に ほ ん ご

」の

認知度
に ん ち ど

 目標
もくひょう

値
ち

（令和
れいわ

１１年度
ねんど

）：４０．０％」との

記載
きさい

がありますが、目標
もくひょう

値
ち

設定
せってい

の根拠
こんきょ

を回答
かいとう

して

いただきたい。また、この目標
もくひょう

値
ち

を達成
たっせい

するために

必要
ひつよう

な想定
そうてい

予算額
よさんがく

を回答
かいとう

していただきたい。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に行
おこな

った「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（日本人
にほんじん

市民
しみん

）」では、

２９．２％と第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

時
じ

から３．１ポイント
ぽ い ん と

増加
ぞうか

しました。第
だい

３次
じ

プラン
ぷ ら ん

に

おいては、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

よりも大
おお

きい伸
の

び及
およ

び「やさしい日本語
に ほ ん ご

」の周知
しゅうち

に向
む

けた

取組
とりくみ

を行
おこな

っていくことを踏
ふ

まえ、４０％と設定
せってい

しました。 

なお、成果
せいか

指標
しひょう

は、市
し

の様々
さまざま

な取組
とりくみ

が総合
そうごう

的
てき

に反映
はんえい

されるものとなります。そのた

め、目標
もくひょう

達成
たっせい

に必要
ひつよう

な予算額
よさんがく

を回答
かいとう

することはできませんが、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

・国際
こくさい

交流
こうりゅう

推進
すいしん

事業
じぎょう

全体
ぜんたい

の令和
れいわ

５年度
ねんど

決算額
けっさんがく

は３，８００万円余
まんえんよ

であり、今後
こんご

、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に必要
ひつよう

な予算
よさん

の確保
かくほ

及
およ

び事業
じぎょう

の改善
かいぜん

などに努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

６０ 

Ｐ．２９ 

Ⅳ 施策
しさく

内容
ないよう

 

３ コミュニケーション
こ み ゅ に け ー し ょ ん

の充実
じゅうじつ

 

３－２ 日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

の推進
すいしん

 

「運営
うんえい

支援
しえん

」とありますが日本語
に ほ ん ご

教育
きょういく

指導
しどう

の核
かく

とな

る「運営
うんえい

支援
しえん

」が必要
ひつよう

でないでしょうか。 

たとえば今池
いまいけ

小学校
しょうがっこう

の日本語
に ほ ん ご

初期
しょき

指導
しどう

教室
きょうしつ

の

運営
うんえい

主体
しゅたい

が短期
たんき

契約
けいやく

で変
か

わっているとききましたが

どのような方針
ほうしん

になっているのでしょう。言語
げんご

指導
しどう

を

取組
とりくみ

番号
ばんごう

３－２－２「子
こ

ども日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

・学習
がくしゅう

支援
しえん

教室
きょうしつ

の開催
かいさい

・運営
うんえい

支援
しえん

」に

ついては、学校
がっこう

外
がい

での市
し

による日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

やボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

団体
だんたい

の日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

支援
しえん

に取
と

り組
く

む予定
よてい

をしております。例示
れいじ

いただきました日本語
に ほ ん ご

初期
しょき

指導
しどう

教室
きょうしつ

につきま

しては、取組
とりくみ

番号
ばんごう

２－３－１０「小中学校
しょうちゅうがっこう

における日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

が必要
ひつよう

な児童
じどう

生徒
せいと

への日本語
に ほ ん ご

学習
がくしゅう

の支援
しえん

」における取組
とりくみ

として実施
じっし

してまいります。 

 Ｄ 



体系
たいけい

的
てき

に持続
じぞく

可能
かのう

な見地
けんち

に立
た

って進
すす

めていく必要
ひつよう

が

あると考
かんが

えます。民間
みんかん

語学
ごがく

学校
がっこう

のノウハウ
の う は う

を参考
さんこう

に

するのもひとつですが、海外
かいがい

の多民族
たみんぞく

国家
こっか

。例
たと

えば

イギリス
い ぎ り す

、ドイツ
ど い つ

、アメリカ
あ め り か

などの語学
ごがく

教育
きょういく

の

ノウハウ
の う は う

を現在
げんざい

の安城市
あんじょうし

の適応
てきおう

教室
きょうしつ

でどのくらい

取
と

り入
い

れているのか。子
こ

どもたちがどこの学習
がくしゅう

現場
げんば

へ移動
いどう

することがあっても日本語
に ほ ん ご

習得
しゅうとく

レベル
れ べ る

のもの

さしがあると指導
しどう

者
しゃ

は助
たす

かると思
おも

います。 

各
かく

学校
がっこう

現場
げんば

での日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

者
しゃ

に対
たい

する安城市
あんじょうし

から

の日本語
に ほ ん ご

指導
しどう

者
しゃ

研修
けんしゅう

が必要
ひつよう

ではないでしょうか。

入札
にゅうさつ

によって短期
たんき

の経費
けいひ

を削減
さくげん

するより、長
なが

い目
め

で

指導
しどう

者
しゃ

の向上
こうじょう

を図
はか

った方
ほう

が経済
けいざい

効果
こうか

があるのでは。

外国人
がいこくじん

人材
じんざい

を開拓
かいたく

し、各
かく

企業
きぎょう

での外国人
がいこくじん

労働者
ろうどうしゃ

と

の意思
い し

疎通
そつう

がスムーズ
す む ー ず

にいけばより安全
あんぜん

安心
あんしん

な都市
と し

になるはずです。 

日本語
に ほ ん ご

初期
しょき

指導
しどう

教室
きょうしつ

の運営
うんえい

については、専門
せんもん

的
てき

な知識
ちしき

をもつ業者
ぎょうしゃ

に業務
ぎょうむ

委託
いたく

をし

ています。３年間
ねんかん

の契約
けいやく

ですが、教員
きょういん

免許
めんきょ

を所持
しょじ

する指導員
しどういん

が中心
ちゅうしん

となり、日本語
に ほ ん ご

及
およ

び生活
せいかつ

習慣
しゅうかん

の指導
しどう

を行
おこな

っています。ＤＬＡ（対話型
たいわがた

アセスメント
あ せ す め ん と

）を入室
にゅうしつ

希望
きぼう

時
じ

の面談
めんだん

で行
おこな

い、個別
こべつ

に指導
しどう

計画
けいかく

を作成
さくせい

しています。 

また、修 了
しゅうりょう

時
じ

にもＤＬＡを行
おこな

って在籍校
ざいせきこう

と共有
きょうゆう

することで、校内
こうない

の日本語
に ほ ん ご

適応
てきおう

指導
しどう

につなげています。各
かく

学校
がっこう

現場
げんば

の日本語
に ほ ん ご

適応
てきおう

指導
しどう

教員
きょういん

については研修
けんしゅう

会
かい

を

行
おこな

っていますので、今後
こんご

より充実
じゅうじつ

したものになるよう努
つと

めてまいります。 

なお、本市
ほんし

の外国人
がいこくじん

には労働
ろうどう

目的
もくてき

で在留
ざいりゅう

する方
かた

も多
おお

くおり、今後
こんご

は雇用
こよう

主
ぬし

である

企業
きぎょう

との連携
れんけい

を進
すす

める必要
ひつよう

があると考
かんが

え、取組
とりくみ

番号
ばんごう

１－１－４「外国人
がいこくじん

雇用
こよう

企業
きぎょう

などとの連携
れんけい

体制
たいせい

の構築
こうちく

」を新
あら

たな取組
とりくみ

として位置
い ち

付
づ

けています。 

６１ 

Ｐ．３０ 

Ⅴ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に向
む

けて 

１ プラン
ぷ ら ん

の周知
しゅうち

 

「市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

やＳＮＳなどを活用
かつよう

して、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の趣旨
しゅし

や内容
ないよう

について周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の推進
すいしん

に関
かん

する講座
こうざ

やイベント
い べ ん と

といっ

た、多様
たよう

な主体
しゅたい

と直接
ちょくせつ

関
かか

わる機会
きかい

をとおして、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の周知
しゅうち

に努
つと

めます。」との記載
きさい

がありますが、

具体的
ぐたいてき

にはどのようなＳＮＳを利用
りよう

して本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の

周知
しゅうち

を図
はか

られているのか回答
かいとう

していただきたい。 

ＳＮＳでの情報
じょうほう

発信
はっしん

については、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

で運用
うんよう

している facebook と

Instagram を継続
けいぞく

して行
おこな

っていくほか、市
し

の公式
こうしき

ＬＩＮＥなども活用
かつよう

していきま

す。 

 Ｄ 

６２ 

Ｐ．３０ 

Ⅴ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に向
む

けて 

１ プラン
ぷ ら ん

の周知
しゅうち

 

「市
し

公式
こうしき

ウェブサイト
う ぇ ぶ さ い と

やＳＮＳなどを活用
かつよう

して、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の趣旨
しゅし

や内容
ないよう

について周知
しゅうち

を図
はか

るとともに、

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

の推進
すいしん

に関
かん

する講座
こうざ

やイベント
い べ ん と

といっ

た、多様
たよう

な主体
しゅたい

と直接
ちょくせつ

関
かか

わる機会
きかい

をとおして、本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の周知
しゅうち

に努
つと

めます。」との記載
きさい

がありますが、

本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の周知
しゅうち

を日本
にほん

国籍
こくせき

者
しゃ

のみならず、日本
にほん

に

在住
ざいじゅう

する外国籍
がいこくせき

者
しゃ

への周知
しゅうち

がより重要
じゅうよう

を考
かんが

えま

すので、日本
にほん

に在住
ざいじゅう

する外国籍
がいこくせき

者
しゃ

への周知
しゅうち

徹底
てってい

本
ほん

プラン
ぷ ら ん

の周知
しゅうち

については、国籍
こくせき

にかかわらずＰ．３０に記載
きさい

の方法
ほうほう

で行
おこな

ってまい

りますが、外国人
がいこくじん

市民
しみん

に対
たい

しては、プラン
ぷ ら ん

の概要版
がいようばん

を多言語化
た げ ん ご か

するとともに、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

団体
だんたい

をとおした周知
しゅうち

などにも努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 



方法
ほうほう

を回答
かいとう

していただきたい。 

６３ 

Ｐ．３０ 

Ⅴ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に向
む

けて 

２ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

体制
たいせい

 

外国人
がいこくじん

市民
しみん

 

「日本
にほん

で暮
く

らす上
うえ

で必要
ひつよう

なルール
る ー る

や制度
せいど

を十分
じゅうぶん

認識
にんしき

し、地域
ちいき

住民
じゅうみん

としての義務
ぎ む

や責任
せきにん

を果
は

たしなが

ら、積極的
せっきょくてき

に地域
ちいき

活動
かつどう

へ参加
さんか

していくことが求
もと

めら

れます。」との記載
きさい

がありますが、具体的
ぐたいてき

に外国籍
がいこくせき

の

安城
あんじょう

市内
しない

居住
きょじゅう

者
しゃ

が日本
にほん

で暮
く

らす上
うえ

で必要
ひつよう

な

ルール
る ー る

や制度
せいど

をどれだけ認識
にんしき

しているのかを

定量的
ていりょうてき

なデータ
で ー た

で回答
かいとう

していただきたい。定量的
ていりょうてき

データ
で ー た

を把握
はあく

されていないのであれば、施策
しさく

の実施
じっし

前
まえ

に、先
ま

ずは定量的
ていりょうてき

なデータ
で ー た

を明確
めいかく

にしていただきた

い。 

「外国籍
がいこくせき

の安城
あんじょう

市内
しない

居住
きょじゅう

者
しゃ

が日本
にほん

で暮
く

らす上
うえ

で必要
ひつよう

なルール
る ー る

や制度
せいど

をどれだけ

認識
にんしき

しているのか」についてのデータ
で ー た

はありません。しかしながら、令和
れいわ

５年度
ねんど

に実施
じっし

した、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（日本人
にほんじん

市民
しみん

）」では、「外国人
がいこくじん

市民
しみん

に

も努力
どりょく

して欲
ほ

しいこと」について、「地域
ちいき

の生活
せいかつ

ルール
る ー る

を守
まも

ること」と回答
かいとう

した割合
わりあい

が７５％あることから、日本人
にほんじん

市民
しみん

の多
おお

くは、十分
じゅうぶん

であると認識
にんしき

していないことが

推察
すいさつ

されます。 

外国人
がいこくじん

市民
しみん

が日本
にほん

で暮
く

らす上
うえ

で必要
ひつよう

なルール
る ー る

や制度
せいど

をどの程度
ていど

認識
にんしき

しているかにつ

いては、今後
こんご

のアンケート
あ ん け ー と

調査
ちょうさ

などにより把握
はあく

することを検討
けんとう

してまいります。 

ご指摘
してき

の件
けん

は、

左記
さ き

の市
し

の 考
かんが

え

方
かた

に基
もと

づき、計画
けいかく

の内容
ないよう

は従前
じゅうぜん

の

ままとさせていた

だきます。 

Ｃ 

６４ 

Ｐ．３０ 

Ⅴ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に向
む

けて 

２ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

体制
たいせい

 

外国人
がいこくじん

市民
しみん

 

「また、自
みずか

らのアイデンティティ
あ い で ん て ぃ て ぃ

は守
まも

りつつも、日本
にほん

での生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

の習得
しゅうとく

などに努
つと

め、

自立
じりつ

して生活
せいかつ

していくことが求
もと

められます。」との

記載
きさい

がありますが、具体的
ぐたいてき

に外国籍
がいこくせき

の安城
あんじょう

市内
しない

居住
きょじゅう

者
しゃ

が日本
にほん

での生活
せいかつ

に必要
ひつよう

な日本語
に ほ ん ご

能力
のうりょく

をど

の程度
ていど

習得
しゅうとく

されているのかを定量的
ていりょうてき

データ
で ー た

で

回答
かいとう

していただきたい。定量的
ていりょうてき

データ
で ー た

を把握
はあく

されて

いないのであれば、施策
しさく

の実施
じっし

前
まえ

に、先
ま

ずは定量的
ていりょうてき

なデータ
で ー た

を明確
めいかく

にしていただきたい。 

令和
れいわ

５年度
ねんど

に行
おこな

った「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

についての市民
しみん

アンケート
あ ん け ー と

（外国人
がいこくじん

市民
しみん

）」にお

ける「日常
にちじょう

会話
かいわ

が分
わ

かる」と答
こた

えた割合
わりあい

について、「聞
き

く」は３４．８％、「話
はな

す」

は２６．２％、「読
よ

む」は１７．９％、「書
か

く」は１０．６％でした。 

 Ｄ 

６５ 

Ｐ．３０ 

Ⅴ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に向
む

けて 

２ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

体制
たいせい

 

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

推進
すいしん

団体
だんたい

 

「外国人
がいこくじん

市民
しみん

と距離
きょり

の近
ちか

い存在
そんざい

として、外国人
がいこくじん

市民
しみん

に対
たい

する細
こま

やかな支援
しえん

や、関係
かんけい

機関
きかん

へのつなぎ役
やく

と

しての役割
やくわり

が求
もと

められます。また、日本人
にほんじん

市民
しみん

と

外国人
がいこくじん

市民
しみん

との交流
こうりゅう

の場
ば

づくりの担
にな

い手
て

になるこ

とが求
もと

められます。」との記載
きさい

がありますが、具体的
ぐたいてき

に

はどのような団体
だんたい

のことでしょうか、また、安城
あんじょう

市内
しない

にはいくつの団体
だんたい

があるのでしょうか回答
かいとう

して

いただきたい。 

Ｎｏ．４４のとおりです。  Ｄ 

６６ 

Ｐ．３１ 

Ⅴ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に向
む

けて 

３ プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

管理
かんり

 

「プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

管理
かんり

については、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

が

関係
かんけい

各
かく

課
か

に対
たい

し、毎年
まいとし

進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

の調査
ちょうさ

を行
おこな

い、

プラン
ぷ ら ん

に基
もと

づく施策
しさく

の取組
とりくみ

内容
ないよう

及
およ

び進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

ご指摘
してき

の箇所
かしょ

については、「市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

が関係
かんけい

各
かく

課
か

に対
たい

し、毎年
まいとし

進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

の調査
ちょうさ

を行
おこな

い、プラン
ぷ ら ん

に基
もと

づく施策
しさく

の取組
とりくみ

内容
ないよう

及
およ

び進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

を取
と

りまとめる」との

記載
きさい

のとおりであり、図示
ず し

の必要
ひつよう

はないと考
かんが

えます。 

ご指摘
してき

の件
けん

は、

左記
さ き

の市
し

の 考
かんが

え

方
かた

に基
もと

づき、計画
けいかく

Ｃ 



（以下
い か

、「実績
じっせき

」という。）を取
と

りまとめていきます。」

との記載
きさい

がありますが、プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

管理
かんり

体制
たいせい

を

プラン
ぷ ら ん

中
ちゅう

に図解
ずかい

で記載
きさい

していただきたい。図示
ず し

でき

ないのであれば、その理由
りゆう

を回答
かいとう

していただきたい。 

の内容
ないよう

は従前
じゅうぜん

の

ままとさせていた

だきます。 

６７ 

Ｐ．３１ 

Ⅴ プラン
ぷ ら ん

の推進
すいしん

に向
む

けて 

３ プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

管理
かんり

 

「第
だい

３次
じ

安城市
あんじょうし

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

審議会
しんぎかい

の

委員
いいん

を中心
ちゅうしん

に構成
こうせい

する「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

（以下
い か

、

「懇話会
こんわかい

」という。）」で、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

で取
と

りまとめ

た実績
じっせき

を報告
ほうこく

し、委員
いいん

から意見
いけん

などを聴取
ちょうしゅ

します。」

との記載
きさい

がありますが、第
だい

３次
じ

安城市
あんじょうし

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

審議会
しんぎかい

、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

の役割
やくわり

と関係
かんけい

性
せい

をプラン
ぷ ら ん

中
ちゅう

に図解
ずかい

で記載
きさい

していた

だきたい。図解
ずかい

できないのであれば、その理由
りゆう

を回答
かいとう

していただきたい。 

第
だい

３次
じ

安城市
あんじょうし

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

審議会
しんぎかい

は、安城市
あんじょうし

附属
ふぞく

機関
きかん

の設置
せっち

に関
かん

する

条例
じょうれい

に基
もと

づき、プラン
ぷ ら ん

の策定
さくてい

に関
かん

する事項
じこう

の調査
ちょうさ

審議
しんぎ

のために、プラン
ぷ ら ん

の策定
さくてい

期間
きかん

に限
かぎ

り設置
せっち

するものです。 

また、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

は、プラン
ぷ ら ん

の策定
さくてい

期間
きかん

以外
いがい

において、プラン
ぷ ら ん

の進捗
しんちょく

状 況
じょうきょう

などに対
たい

する意見
いけん

を外部
がいぶ

から聴取
ちょうしゅ

するために設置
せっち

するものです。 

つきましては、プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

後
ご

の進捗
しんちょく

管理
かんり

においては、「多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

で、市民
しみん

協働
きょうどう

課
か

で取
と

りまとめた実績
じっせき

を報告
ほうこく

し、委員
いいん

から意見
いけん

などを聴取
ちょうしゅ

する」との記載
きさい

の

とおりであり、図示
ず し

の必要
ひつよう

ないと考
かんが

えます。ただし、第
だい

３次
じ

安城市
あんじょうし

多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

プラン
ぷ ら ん

策定
さくてい

審議会
しんぎかい

と多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

懇話会
こんわかい

の違
ちが

いが分
わ

かりにくかったため、違
ちが

いが分
わ

か

るように脚 注
きゃくちゅう

を追加
ついか

しました。 

ご指摘
してき

の件
けん

は、

左記
さ き

の市
し

の 考
かんが

え

方に 基
もと

づき、

プラン
ぷ ら ん

の内容
ないよう

を

一部
いちぶ

修正
しゅうせい

させて

いただきます。 

Ａ 

６８ 

 私
わたし

はスクールアシスタント
す く ー る あ し す た ん と

として小学校
しょうがっこう

の現場
げんば

で

お手伝
てつだ

いをさせていただいています。先生
せんせい

方
がた

が現場
げんば

で

苦労
くろう

していらっしゃる姿
すがた

を目
ま

の当
あ

たりにしていま

す。保健
ほけん

管理
かんり

上
じょう

の手紙
てがみ

、毎日
まいにち

の授業
じゅぎょう

に必要
ひつよう

な細々
こまごま

とした連絡
れんらく

、行事
ぎょうじ

に伴
ともな

うお知
し

らせ、個人
こじん

懇談会
こんだんかい

など

の連絡
れんらく

調整
ちょうせい

、児童
じどう

が体調
たいちょう

を崩
くず

したときの連絡
れんらく

、ひ

とつひとつについて言葉
ことば

の壁
かべ

が立
た

ちはだかります。 

一方
いっぽう

、優
すぐ

れた能力
のうりょく

をもっていると思
おも

われる児童
じどう

が

言葉
ことば

の壁
かべ

の前
まえ

で少
すこ

しずつ意欲
いよく

を失
うしな

い、投
な

げやりにな

っていき、日本語
に ほ ん ご

適応
てきおう

クラス
く ら す

に取
と

り出
だ

されてはいるも

ののその時間
じかん

が十分
じゅうぶん

でなく、一般
いっぱん

クラス
く ら す

で放置
ほうち

され

ている現状
げんじょう

。能力
のうりょく

的
てき

に高
たか

いと推察
すいさつ

されるだけに

本当
ほんとう

にもったいないと感
かん

じています。 

ご意見
いけん

ありがとうございます。 

言葉
ことば

の壁
かべ

を少
すこ

しでも解消
かいしょう

するために、本市
ほんし

では各
かく

校
こう

に通訳
つうやく

を派遣
はけん

しています。現在
げんざい

は、４言語
げんご

（ポルトガル
ぽ る と が る

語
ご

、フィリピノ
ふ ぃ り ぴ の

語
ご

、中国
ちゅうごく

語
ご

、英語
えいご

）ですが、令和
れいわ

７年度
ねんど

より

ベトナム
べ と な む

語
ご

の通訳
つうやく

も派遣
はけん

したいと考
かんが

えています。懇談会
こんだんかい

や入学
にゅうがく

説明
せつめい

会
かい

、進路
しんろ

説明
せつめい

会
かい

などの対面
たいめん

通訳
つうやく

、通知表
つうちひょう

（あゆみ）やプリント
ぷ り ん と

の翻訳
ほんやく

、家庭
かてい

連絡
れんらく

などをお願
ねが

いし

ています。 

また、愛知
あいち

県
けん

や西三河
にしみかわ

教育
きょういく

事務
じ む

所
しょ

の語学
ごがく

相談
そうだん

員
いん

も活用
かつよう

し、児童
じどう

生徒
せいと

への入
はい

り込
こ

み

指導
しどう

や進路
しんろ

指導
しどう

、保護者
ほ ご し ゃ

との面談
めんだん

などを行
おこな

っています。 

なお、学校
がっこう

外
がい

においても、ボランティア
ぼ ら ん て ぃ あ

による放課後
ほ う か ご

学習
がくしゅう

支援
しえん

教室
きょうしつ

の支援
しえん

など、子
こ

どもたちの学習
がくしゅう

環境
かんきょう

の充実
じゅうじつ

に努
つと

めてまいります。 

 Ｄ 

６９ 

 今
いま

現在
げんざい

、今本
いまほん

町
まち

コミセン
こ み せ ん

で日本語
に ほ ん ご

教室
きょうしつ

を手伝
てつだ

って

いますが、週
しゅう

一度
いちど

の教室
きょうしつ

開催
かいさい

毎
ごと

に重
おも

たい教材
きょうざい

を

運
はこ

んだり、毎回
まいかい

、戸締
とじま

り等
とう

の気遣
きづか

いしたりが大変
たいへん

で

現在
げんざい

、第
だい

２次
じ

プラン
ぷ ら ん

に記載
きさい

した、市民
しみん

が集
つど

い交流
こうりゅう

を促進
そくしん

する場
ば

としての多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

サロン
さ ろ ん

の設置
せっち

に向
む

けた、試行的
しこうてき

な取組
とりくみ

を行
おこな

っています。 

また、多様
たよう

な主体
しゅたい

が一体
いったい

となって多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

を推進
すいしん

するためには、市
し

の事業
じぎょう

や市民
しみん

 Ｄ 



す。市
し

の公民館
こうみんかん

で教材
きょうざい

を常設
じょうせつ

し、一室
いっしつ

を確保
かくほ

して

いただきたいと切
せつ

に願
ねが

います。 

団体
だんたい

の支援
しえん

など、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

に関
かん

する取組
とりくみ

を一体
いったい

的
てき

に行
おこな

う拠点
きょてん

的
てき

な場所
ばしょ

が必要
ひつよう

と考
かんが

えます。今後
こんご

、試行的
しこうてき

な取組
とりくみ

の実施
じっし

状 況
じょうきょう

を踏
ふ

まえながら、多文化
た ぶ ん か

共生
きょうせい

拠点
きょてん

の設置
せっち

に向
む

けた検討
けんとう

を進
すす

めてまいります。 

 


